
平成３０年度 教育要覧

玉 野 の 教 育

玉野市教育委員会

玉野市立図書館の来館者数が50万人を突破。
開館から１年2か月での達成は予想を大きく上回る。

玉野商工高校機械科 地元企業での実習授業。
講師・施設ともに、企業の全面協力により実現した。
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教 育 委 員

平成３０年４月１日現在

役 職 名 氏 名 現 任 期

教 育 長 石 川 雅 史 H29. 4. 1 ～ H31. 9.30

教育長職務代理者 大 川 佳 郎 H28.10. 1 ～ H32. 3.31

委 員 野 田 洋 二
H23. 6.27 ～ H27. 6.26
H27. 6.27 ～ H30. 3.31
H30. 4. 1 ～ H33. 3.31

委 員 近 藤 寿 子 H27.10. 2 ～ H31. 3.31

委 員 妹 尾 恵 美 H30. 4. 1 ～ H34. 3.31
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７　スポーツ活動の活性化

８　芸術文化に触れる機会の提供及び
　　文化財の保護保存

１　家庭の教育力の充実

２　地域社会の教育力の充実

３　家庭・学校園・地域社会の連携強化

４　多様な保育サービスの提供

５　健やかな成長を支援する場の提供

１　学校園経営と教育・保育内容の充実

２　時代の進展に対応した教育・保育の

   推進

３　学校園における人権教育の推進

４　健康教育の推進と充実

５　安全で適切な教育・保育環境の提供

１　生涯学習推進体制の整備・充実

２　多様な学習環境の提供

３　学習の場の整備・充実

４　社会教育活動の充実

５　青少年の健全な育成

６　人権教育の充実
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心かよいあう

家庭・地域社会の

教育力の充実

Ⅱ

心豊かで

たくましく生きる

人間を育てる

学校教育・保育の

推進

Ⅲ

生きがいに満ちた

人生を育む

生涯学習の振興
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教育委員会のあゆみ

昭和 27 年 4 月 1 日・第二日比小学校を設置

5 月 11 日・第二日比小学校を明神町 1 番 1 号の新校舎へ移転

10 月 5 日・教育委員選挙を実施。委員に時実秋穂、高戸三六、井上澄

雄、三宅省吾が当選

10 月 21 日・議会選出委員に宮原義蔵が選出される

11 月 1 日・玉野市教育委員会が成立。委員長に時実秋穂、副委員長に

高戸三六が選任され、教育長に井元正弘が任命される

・第１回教育委員会開議、事務局を設置。総務課（庶務、管

理）学校教育課（指導研修、保健）社会教育課（社会教

育、図書視聴覚）の３課を置く

昭和 28 年 2 月 25 日・教育委員会事務局を玉野市宇野 610 番地（宇野小学校地

内）に移転

4 月 1 日・奥玉小学校を玉 861 番地へ設置

・玉幼稚園奥玉分室を奥玉小学校に併設

7 月 1 日・児島郡山田村を玉野市に編入、山田小学校、後閑小学校、

山田中学校が所管

9 月 1 日・奥玉幼稚園を設置

昭和 29 年 4 月 1 日・児島郡荘内村を玉野市に編入。荘内小学校、荘内中学校、

荘内幼稚園（含上分園・下分園）、荘内公民館を所管

・築港小学校を築港 7219 番地へ設置

・玉野市教育研修所を事務局内へ設置

昭和 30 年 2 月 1 日・児島郡八浜町を玉野市に編入、八浜小学校、同大崎分校、

八浜中学校、八浜高等家政女学校、八浜公民館を所管

3 月 25 日・教育委員井上澄雄が辞任

・玉野市立図書館が専用館として業務を開始

4 月 30 日・教育委員宮原義蔵が任期満了により退任

5 月 1 日・教育委員に伊藤籌彦が当選

5 月 13 日・議会選出委員に藤原基輔が選出される

昭和 31 年 3 月 31 日・八浜高等家政女学校を廃止

9 月 30 日・新法施行に伴い、教育委員時実秋穂、高戸三六、伊藤籌

彦、三宅省吾、藤原基輔が退任

10 月 1 日・地方教育行政の組織及び運営に関する法律の施行により、

教育委員は市長の任命制となる

・教育委員に伊藤籌彦、高戸三六、三宅保正、岩崎増修、海

本誠が就任、委員長に伊藤籌彦、委員長職務代理者に高戸

三六が選出され、教育長に海本誠が任命される

昭和 32 年 4 月 1 日・玉野市立玉野商業高等学校を設置

9 月 30 日・教育委員三宅保正が任期満了により退任

10 月 25 日・教育委員に橋本頼夫が就任

昭和 34 年 1 月 10 日・田井小学校田井の浦分校、宇野中学校田井の浦分校を市立

玉野病院内に設置
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昭和 34 年 9 月 30 日・教育委員（委員長職務代理者）高戸三六が任期満了により退任

10 月 1 日・教育委員に和田寿次郎が就任、委員長職務代理者に選出さ

れる

昭和 35 年 9 月 1 日・教育委員会事務局を市役所分庁舎（宇野 2074 番地）へ移転

12 月 22 日・教育長海本誠が辞任

昭和 36 年 6 月 1 日・教育委員に金光敬叔が就任、教育長に任命される

10 月 24 日・教育委員橋本頼夫が任期満了により退任

昭和 37 年 4 月 1 日・機構改革により事務局総務課を庶務課に改称

・教育委員に三浦国雄が就任

昭和 38 年 1 月 1 日・機構改革により事務局に保健体育課を設け４課となる

昭和 39 年 4 月 1 日・私立宇野幼稚園を市営移管

5 月 1 日・山田公民館が完成

昭和 40 年 5 月 10 日・和田幼稚園を日比小学校内に設置

6 月 19 日・伊藤籌彦が委員長を辞任

6 月 24 日・委員長に三浦国雄を選出

・和田寿次郎が委員長職務代理者を辞任、後任に岩崎増修を

選出

12 月 31 日・教育委員和田寿次郎が辞任

昭和 41 年 1 月 25 日・教育委員に宮原義蔵が就任（再任）

4 月 5 日・教育委員会事務局を新市庁舎へ移転

10 月 9 日・教育委員（委員長職務代理者）岩崎増修が任期満了により退任

10 月 13 日・委員長職務代理者に宮原義蔵を選出

昭和 42 年 4 月 1 日・中央公民館を市役所分庁舎（宇野 2074 番地）に設置

6 月 21 日・教育委員に前田正泰が就任

昭和 43 年 9 月 30 日・教育委員伊藤籌彦、教育長金光敬叔任期満了により退任

10 月 1 日・教育委員に高橋武、竹本寿美男が就任、教育長に竹本寿美

男が任命される

昭和 44 年 3 月 31 日・荘内幼稚園上・下分園を廃止

昭和 45 年 4 月 1 日・田井幼稚園を田井 5695 番地 2 に設置

・機構改革により事務局の保健体育課を廃し３課となる

・玉野市立学校給食センターを玉原 2-16-43 に設置し、小学

校に加え中学校にも完全給食を開始

・視聴覚ライブラリー及び青少年育成センターを中央公民館

内に設置

8 月 9 日・第１回「玉野市成人の船」を就航

昭和 47 年 3 月 31 日・八浜小学校大崎分校を廃止

4 月 1 日・総合文化センターを宇野 2-1-12 に設置

・行政改革のため各地区に市民センターを設置

・大崎小学校を東七区 3-3 に設置

9 月 30 日・教育委員高橋武が任期満了により退任

10 月 1 日・教育委員に高畑正夫が就任

昭和 48 年 10 月 1 日・荘内市民センターを木目 1278-3 に新築移転

・田井小学校及び宇野中学校の田井の浦分校を廃止
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昭和 49 年 3 月 1 日・田井幼稚園を田井 5483 に新築移転

3 月 20 日・児島郡東児町を玉野市に編入。鉾立小学校、胸上小学校、

同石島分校、東児中学校、学校給食共同調理場を所管

・東児町役場を東児市民センターに改称

・給食共同調理場を学校給食センター東児調理場に改称

4 月 1 日・日比幼稚園を日比 1-4-22 に新築移転

10 月 1 日・玉原市民センターを玉原 2-7-45 に設置

・玉野市民総合運動公園野球場を玉原 3-17-1 に設置

昭和 50 年 4 月 1 日・後閑小学校を後閑 1421 番地に改築移転

・八浜市民センターを八浜町八浜 165-1 に改築移転

・日比市民センターを日比 3-1-27 に改築移転

昭和 51 年 4 月 1 日・玉原小学校を玉原 2-22-1 に設置

4 月 8 日・和田市民センター落成

昭和 52 年 4 月 1 日・機構改革により事務局に保健体育課を設け４課となる

12 月 31 日・教育委員前田正泰が辞任

昭和 53 年 3 月 31 日・教育委員三浦国雄が任期満了により退任

4 月 1 日・教育委員に加島高明及び千原成一が就任

・玉原幼稚園を玉原 2-22-2 に設置

4 月 4 日・委員長に宮原義蔵、職務代理者に高畑正夫を選出

昭和 55 年 4 月 1 日・中央公民館築港分館を廃し、築港公民館を築港 1-7-20 に設置

・荘内幼稚園分室を滝 58 に、和田幼稚園分室を和田 6-12-2

に設置

9 月 30 日・教育委員（教育長）竹本寿美男が任期満了により退任

10 月 1 日・教育委員に島田忠雄が就任、教育長に任命される

昭和 56 年 4 月 1 日・鉾立公民館を北方 1349-1 に設置

4 月 17 日・第二日比小学校校舎改築落成式

4 月 21 日・山田中学校校舎改築落成式

4 月 25 日・後閑小学校体育館落成式

10 月 1 日・委員長職務代理者に千原成一を選出

昭和 57 年 4 月 1 日・荘内中学校改築移転、４月から新校舎で授業開始

昭和 58 年 2 月 1 日・総合体育館完成、保健体育課が事務所へ移転

2 月 26 日・山田市民センター落成

3 月 31 日・教育委員（教育長）島田忠雄が辞任

4 月 2 日・教育委員に山本正忠が就任、教育長に任命される

・生涯スポーツ振興事業開始

6 月 24 日・教育委員千原成一が任期満了により退任

6 月 25 日・教育委員に河本眞が就任

7 月 21 日・後閑小学校プール竣工式

10 月 1 日・教育委員宮原義蔵が任期満了により退任

・委員長に高畑正夫、職務代理者に加島高明を選出

10 月 2 日・教育委員に近藤晋介が就任

昭和 59 年 3 月 3 日・胸上小学校校舎改築落成式
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昭和 59 年 3 月 15 日・総合体育館に柔剣道場完成

4 月 1 日・県立玉野光南高等学校設置

4 月 17 日・荘内中学校校舎改築落成式

4 月 23 日・第二日比小学校体育館改築落成式

昭和 60 年 3 月 16 日・宇野小学校校舎改築落成式

10 月 1 日・委員長に加島高明、職務代理者に近藤晋介を選出

10 月 17 日・教育委員河本眞が辞任

12 月 20 日・教育委員に大橋恭子が就任

昭和 61 年 6 月 26 日・生徒指導推進委員会発足

昭和 62 年 3 月 ・玉野市スポーツ少年団指導指針作成

8 月 1 日・胸上小学校プール竣工式

昭和 63 年 4 月 1 日・機構改革により事務局の保健体育課を廃し３課となる

4 月 20 日・東児中学校校舎改築落成式

6 月 6 日・玉野市情報教育研究会発足

8 月 6 日・鉾立小学校プール竣工式

8 月 11 日～14 日 ・第１３回全国少年少女ヨット大会を渋川で開催

9 月 30 日・教育委員（教育長）山本正忠が任期満了により退任

・教育委員高畑正夫が任期満了により退任

10 月 1 日・教育委員に信原定治が就任、教育長に任命される

・教育委員に東悟が就任

・委員長に近藤晋介、職務代理者に大橋恭子を選出

・玉野市立青少年育成センター市庁舎分室に移転

平成元年 6 月 30 日・移動図書館車廃止 (7 月１日から配本車による巡回開始)

12 月 6 日・玉野市立学校適正配置審議会を設置

平成２年 3 月 31 日・教育委員加島高明が任期満了により退任

4 月 1 日・教育委員に西川太が就任

6 月 25 日・玉野市立学校適正配置審議会より答申

平成３年 3 月 20 日・玉野市公立学校教職員表彰内規制定

3 月 26 日・日比幼稚園園舎閉園式

4 月 1 日・和田幼稚園を日比幼稚園に、和田幼稚園分室を和田幼稚園

に改称、和田幼稚園分室を廃止

・「生涯学習のまちづくり推進事業」モデル市町村指定

7 月 1 日・玉野市スポーツ振興財団設立

10 月 1 日・教育委員近藤晋介が任期満了により退任

・委員長に大橋恭子、職務代理者に東悟を選出

10 月 2 日・教育委員に今田信太郎が就任

12 月 17 日・玉野市生涯学習推進委員会設置

平成４年 2 月 26 日・日比中学校新校舎定礎式

3 月 16 日・宇野中学校新校舎定礎式

3 月 19 日・家政女学院閉校式

3 月 27 日・奥玉小学校閉校式

・奥玉幼稚園閉園式
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平成４年 3 月 31 日・家政女学院、奥玉小学校、奥玉幼稚園を廃止

・奥玉小学校タイムカプセル埋設式

4 月 3 日・玉原運動公園陸上競技場照明施設点灯式

6 月 12 日・玉野市高等学校改革懇談会設置

7 月 16 日・学校週５日制検討委員会設置

10 月 1 日・委員長に東悟、職務代理者に西川太を選出

平成５年 3 月 4 日・玉野市立高等学校改革懇談会より答申

3 月 29 日・日比中学校新校舎落成式

3 月 30 日・宇野中学校校舎落成式

4 月 12 日・東児市民センター新庁舎落成式

10 月 1 日・委員長に今田信太郎を選出

平成６年 1 月 8 日・第１回「２１世紀の科学者たちへの宇宙授業」開催

3 月 29 日・山田小学校落成式

3 月 31 日・西川太委員長職務代理者任期満了により退任

4 月 1 日・教育委員に森學が就任、職務代理者に大橋恭子を指定

4 月 15 日・玉野市適応指導教室（「わかば教室」）開設

7 月 5 日・田井市民センター落成式

10 月 2 日・弓道場竣工式

平成７年 3 月 22 日・胸上小学校屋内運動場竣工式

3 月 28 日・築港小学校竣工式

6 月 24 日・大橋恭子委員長職務代理者任期満了により退任

6 月 25 日・教育委員に二部野淑恵が就任、職務代理者に東悟を指定

10 月 1 日・委員長に東悟、職務代理者に森學を選出

平成８年 3 月 28 日・鉾立小学校特別教室棟竣工式

8 月 4 日・第２７回「玉野市成人の船」（最終回）

9 月 1 日・備南高校・生涯学習センター（ミネルバ）竣工式

9 月 30 日・教育委員（教育長）信原定治が任期満了により退任

10 月 1 日・教育委員に柾木繁男が就任、教育長に任命される

・委員長に森學、職務代理者に二部野淑恵を選出

平成９年 1 月 10 日・西北地域市民センター・同デイサービスセンター竣工式

1 月 15 日・平成９年成人式（瀬戸内国際マリンホテル）

4 月 1 日・青少年育成センター及び玉野市適応指導教室（「わかば教

室」）が旧荘内市民センターへ移転

10 月 1 日・委員長に二部野淑恵、職務代理者に今田信太郎を選出

平成 10 年 3 月 31 日・山田市民センター後閑分館、東児市民センター東児分室廃止

4 月 1 日・教育委員森學が任期満了により退任

8 月 26 日・教育委員に井上稔が就任

10 月 1 日・八浜小学校校舎改築竣工式

・委員長に今田信太郎、職務代理者に東悟を選出

10 月 7 日・備南高校創立５０周年記念式

10 月 28 日・玉野商業高校創立４０周年記念式

平成 11 年 4 月 5 日・玉野市文化会館(バウハウス)開館
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平成 11 年 10 月 1 日・委員長に井上稔、職務代理者に二部野淑恵を選出

・教育委員今田信太郎が任期満了により退任

10 月 2 日・教育委員に中林義明が就任

平成 12 年 4 月 1 日・３歳児保育実施（荘内、荘内南幼稚園）

4 月 10 日・玉野市立荘内南幼稚園(旧荘内幼稚園分室)開園式

8 月 28 日・玉中学校体育館改築竣工式

9 月 30 日・教育委員東悟が任期満了により退任

10 月 1 日・教育委員に柏谷公一が就任

・委員長に二部野淑恵、職務代理者に中林義明を選出

・教育委員に柾木繁男が再任、教育長に任命される

12 月 2 日・教育委員柏谷公一が死亡により退任

平成 13 年 4 月 1 日・教育委員に椿民子が就任

・３歳児保育実施（田井、玉原、日比幼稚園）

・組織機構改革により、社会教育課を生涯学習課に改称

4 月 6 日・大崎小学校校舎改築竣工式

8 月 1 日・胸上小学校石島分校プール建設竣工式

10 月 1 日・委員長に中林義明、職務代理者に井上稔を選出

平成 14 年 3 月 31 日・教育委員（委員長職務代理者）井上稔が任期満了により退任

・教育委員（教育長）柾木繁男が辞任

4 月 1 日・教育委員に榧嘉明が就任

・教育委員に和泉孝治が就任、教育長に任命される

・委員長職務代理者に二部野淑恵を選出

・３歳児保育実施（宇野、玉、和田幼稚園）（全園実施）

・総合運動公園管理センター設置

9 月 2 日・「第１回教育チャット」実施

10 月 1 日・委員長に二部野淑恵、職務代理者に榧嘉明を選出

平成 15 年 4 月 1 日・備南高校を玉野市立玉野備南高校と改称。併せて機械科・

商業科の募集を廃止、昼間部普通科、夜間部総合技術科を

設置

・「地域子ども楽級」を創設

6 月 24 日・教育委員(委員長)二部野淑恵が任期満了により退任

6 月 25 日・委員長に榧嘉明、職務代理者に中林義明を選出

6 月 26 日・教育委員に綱島四郎が就任

平成 16 年 3 月 2 日・後閑小学校特別教室棟竣工式

4 月 1 日・玉野市スポーツ振興審議会を設置

・玉野市学校教育在り方検討会議を設置

6 月 25 日・委員長に中林義明、職務代理者に綱島四郎を選出

10 月 11 日・多世代交流施設（高山ドーム）竣工式

平成 17 年 6 月 25 日・委員長に綱島四郎、職務代理者に椿民子を選出

8 月 23 日・宇野中学校体育館改築竣工式

平成 18 年 3 月 28 日・玉野市学校教育在り方検討会議より答申 「二学期制及び

通学区域の弾力化について」
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3 月 31 日・玉野備南高校の機械科、商業科を廃止

4 月 1 日・二学期制を宇野、荘内中学校区内の幼・小・中学校で試行

6 月 25 日・委員長に榧嘉明、職務代理者に中林義明を選出

平成 19 年 2 月 26 日・第１回幼保一元化懇談会実施

3 月 31 日・教育委員和泉孝治（教育長）が辞任

4 月 1 日・教育委員に岡本和徳が就任、教育長に任命される

・組織機構改革により、庶務課を教育総務課に改称

6 月 25 日・委員長に綱島四郎、職務代理者に椿民子を選出

10 月 1 日・教育委員中林義明が任期満了により退任

10 月 2 日・教育委員に生駒邦久が就任

11 月 3 日～10 日 ・第 19 回全国生涯学習フェスティバル「まなびピア岡山

2007in たまの」開催

平成 20 年 5 月 27 日・「教育チャット」を「教育委員懇談会」に名称変更

6 月 25 日・委員長に榧嘉明、職務代理者に生駒邦久を選出

9 月 30 日・教育委員椿民子が任期満了により退任

10 月 1 日・教育委員に岡本和徳が再任、教育長に任命される

・教育委員に鶴田祥子が就任

平成 21 年 6 月 25 日・委員長に綱島四郎、職務代理者に生駒邦久を選出

平成 22 年 3 月 25 日・八浜小学校プール建設竣工式

3 月 31 日・教育委員榧嘉明が任期満了により退任

4 月 1 日・教育委員に三村喜昭が就任

6 月 25 日・委員長に綱島四郎、職務代理者に生駒邦久を選出

10 月 30 日～11 月 7 日 ・｢第 25 回国民文化祭おかやま 2010｣開催（かるた･絵手紙）

平成 23 年 4 月 1 日・組織機構改革により、生涯学習課を社会教育課に改称

6 月 25 日・委員長に三村喜昭、職務代理者に鶴田祥子を選出

6 月 26 日・教育委員綱島四郎が任期満了により退任

6 月 27 日・教育委員に野田洋二が就任

10 月 1 日・教育委員生駒邦久が任期満了により退任

10 月 2 日・教育委員に岡本園美が就任

平成 24 年 3 月 25 日・胸上小学校石島分校休校式

4 月 1 日・教育サポートセンターを旧青少年育成センター（玉原）に開設

6 月 25 日・委員長に野田洋二、職務代理者に三村喜昭を選出

9 月 30 日・教育委員鶴田祥子が任期満了により退任

10 月 1 日・教育委員に岡本和徳が再任、教育長に任命される

・教育委員に藤原一師が就任

平成 25 年 3 月 21 日・玉小学校校舎改築工事竣工式

・玉幼稚園閉園式

3 月 31 日・玉幼稚園を廃止

6 月 25 日・委員長に野田洋二、職務代理者に岡本園美を選出

11 月 26 日・田井小学校校舎改築工事竣工式

平成 26 年 3 月 31 日・教育委員三村喜昭が任期満了により退任

・教育委員岡本和徳（教育長）が辞任
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平成 26 年 4 月 1 日・教育委員に川口雅之が就任

・教育委員に板﨑彰が就任、教育長に任命される

5 月 21 日・玉野市立総合文化センターあり方検討会を設置

5 月 29 日・玉野市学校給食懇談会を設置

6 月 25 日・委員長に野田洋二、職務代理者に藤原一師を選出

10 月 30 日・玉野市立図書館あり方検討会を設置

平成 27 年 2 月 3 日・日比小学校耐震工事竣工式

3 月 31 日・胸上小学校石島分校を廃止

5 月 26 日・第１回総合教育会議を開催

6 月 25 日・委員長に藤原一師、職務代理者に川口雅之を選出

6 月 27 日・教育委員に野田洋二が再任

10 月 1 日・教育委員岡本園美が任期満了により退任

10 月 2 日・教育委員に近藤寿子が就任

12 月 ・玉野市教育大綱策定

平成 28 年 4 月 1 日・組織機構改革により、幼稚園と保育園を所管する就学前教

育課を新設、４課となる

・八浜保育園を認定こども園化、八浜認定こども園と改称

4 月 25 日・高等学校在り方検討プロジェクトチームを設置

6 月 25 日・委員長に川口雅之、職務代理者に近藤寿子を選出

7 月 15 日・玉野商業高等学校耐震工事竣工式

10 月 1 日・改正地方教育行政法に基づき新教育委員会制度に移行（教

育委員長職を廃止）。教育長に板﨑彰が就任、教育長職務

代理者に川口雅之を指名

12 月 19 日・移転準備のため玉野市立図書館を閉館

平成 29 年 3 月 6 日・移転準備のため中央公民館を閉館

3 月 31 日・総合文化センター、玉野市文化会館を廃止

・後閑保育園を廃止

・教育長板﨑彰が辞任

4 月 1 日・教育長に石川雅史が就任、教育長職務代理者に近藤寿子を指名

・玉野市立図書館、中央公民館を宇野 1-38-1（商業施設内）

に移転。指定管理者による管理に移行

11 月 17 日・玉野商業高校創立 60 周年記念式典

平成 30 年 3 月 20 日・玉原幼稚園閉園式

3 月 31 日・教育委員川口雅之が任期満了により退任

・玉原幼稚園を廃止

4 月 1 日・教育委員に妹尾恵美が就任

・教育長職務代理者に大川佳郎を指名

・玉野商業高校を玉野商工高校に改称。併せて機械科を設置

・玉原保育園を認定こども園化、玉原認定こども園と改称

4 月 9 日・玉野商工高校改名式
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歴代教育委員

◎昭和２７年１０月５日 第１回教育委員選挙

◎昭和３１年１０月１日 市長任命

◎平成２８年１０月１日 教育長と教育委員長の一本化

氏 名 任 期 備 考

時 実 秋 穂 Ｓ27.11.1 ～Ｓ31.9.30 委員長 Ｓ27.11.1 ～Ｓ31.9.30

高 戸 三 六 Ｓ27.11.1 ～Ｓ31.9.30 委員長職務代理 Ｓ27.11.1 ～Ｓ31.9.30

三 宅 省 吾 Ｓ27.11.1 ～Ｓ31.9.30

井 上 澄 雄 Ｓ27.11.1 ～Ｓ30.3.25

宮 原 義 蔵 Ｓ27.11.1 ～Ｓ30.4.30 議会選出

井 元 正 弘 Ｓ27.11.1 ～Ｓ31.9.30 教育長

伊 藤 籌 彦 Ｓ30. 5.1 ～Ｓ31.9.30

藤 原 基 輔 Ｓ30. 5.1 ～Ｓ31.9.30 議会選出

地方教育行政の組織及び運営に関する法律施行 （市長の任命）

伊 藤 籌 彦 Ｓ31.10. 1～Ｓ43. 9.30 委員長 Ｓ31.10. 1～Ｓ40. 6.19

高 戸 三 六 Ｓ31.10. 1～Ｓ34. 9.30 委員長職務代理 Ｓ31.10. 1～Ｓ34. 9.30

三 宅 保 正 Ｓ31.10. 1～Ｓ32. 9.30

岩 崎 増 修 Ｓ31.10. 1～Ｓ41.10. 9 委員長職務代理 Ｓ40. 6.24～Ｓ41.10. 9

海 本 誠 Ｓ31.10. 1～Ｓ35.12.22 教育長

橋 本 頼 夫 Ｓ32.10.25～Ｓ36.10.24

和田 寿次郎 Ｓ34.10. 1～Ｓ40.12.31 委員長職務代理 Ｓ34.10. 1～Ｓ40. 6.24

金 光 敬 叔 Ｓ36. 6. 1～Ｓ43. 9.30 教育長

三 浦 国 雄 Ｓ37. 4. 1～Ｓ53. 3.31 委員長 Ｓ40. 6.24～Ｓ53. 3.31

宮 原 義 蔵 Ｓ41. 1.25～Ｓ58.10. 1
委員長職務代理 Ｓ41.10.13～Ｓ53. 4. 3

委員長 Ｓ53. 4. 4～Ｓ58. 9.30

前 田 正 泰 Ｓ42. 6.21～Ｓ52.12.31

高 橋 武 Ｓ43.10. 1～Ｓ47. 9.30

竹本 寿美男 Ｓ43.10. 1～Ｓ55. 9.30 教育長

高 畑 正 夫 Ｓ47.10. 1～Ｓ63. 9.30
委員長職務代理 Ｓ53. 4. 4～Ｓ56. 9.30

委員長 Ｓ58.10. 1～Ｓ60. 9.30

千 原 成 一 Ｓ53. 4. 1～Ｓ58. 6.24 委員長職務代理 Ｓ56.10. 1～Ｓ58. 6.24

加 島 高 明 Ｓ53. 4. 1～Ｈ 2. 3.31
委員長職務代理 Ｓ58. 6.25～Ｓ60. 9.30

委員長 Ｓ60.10. 1～Ｓ63. 9.30
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氏 名 任 期 備 考

島 田 忠 雄 Ｓ55.10. 1～Ｓ58. 3.31 教育長

山 本 正 忠 Ｓ58. 4. 2～Ｓ63. 9.30 教育長

河 本 眞 Ｓ58. 6.25～Ｓ60.10.17

近 藤 晋 介 Ｓ58.10. 2～Ｈ 3.10. 1
委員長職務代理 Ｓ60.10. 1～Ｓ63. 9.30

委員長 Ｓ63.10. 1～Ｈ 3. 9.30

大 橋 恭 子 Ｓ60.12.20～Ｈ 7. 6.24

委員長職務代理 Ｓ63.10. 1～Ｈ 3. 9.30

委員長 Ｈ 3.10. 1～Ｈ 4. 9.30

委員長職務代理 Ｈ 6. 4. 1～Ｈ 7. 6.24

東 悟 Ｓ63.10. 1～Ｈ12. 9.30

委員長職務代理 Ｈ 3.10. 1～Ｈ 4. 9.30

委員長 Ｈ 4.10. 1～Ｈ 5. 9.30

委員長職務代理 Ｈ 7. 6.25～Ｈ 7. 9.30

委員長 Ｈ 7.10. 1～Ｈ 8. 9.30

委員長職務代理 Ｈ10.10. 1～Ｈ11. 9.30

信 原 定 治 Ｓ63.10. 1～Ｈ 8. 9.30 教育長

西 川 太 Ｈ 2. 4. 1～Ｈ 6. 3.31 委員長職務代理 Ｈ 4.10. 1～Ｈ 6. 3.31

今田 信太郎 Ｈ 3.10. 2～Ｈ11.10. 1

委員長 Ｈ 5.10. 1～Ｈ 7. 9.30

委員長職務代理 Ｈ 9.10. 1～Ｈ10. 9.30

委員長 Ｈ10.10. 1～Ｈ11. 9.30

森 學 Ｈ 6. 4. 1～Ｈ10. 3.31
委員長職務代理 Ｈ 7.10. 1～Ｈ 8. 9.30

委員長 Ｈ 8.10. 1～Ｈ 9. 9.30

二部野 淑恵 Ｈ 7. 6.25～Ｈ15. 6.24

委員長職務代理 Ｈ 8.10. 1～Ｈ 9. 9.30

委員長 Ｈ 9.10. 1～Ｈ10. 9.30

委員長職務代理 Ｈ11.10. 1～Ｈ12. 9.30

委員長 Ｈ12.10. 1～Ｈ13. 9.30

委員長職務代理 Ｈ14. 4. 1～Ｈ14. 9.30

委員長 Ｈ14.10. 1～Ｈ15. 6.24

柾 木 繁 男 Ｈ 8.10. 1～Ｈ14. 3.31 教育長

井 上 稔 Ｈ10. 4. 1～Ｈ14. 3.31
委員長 Ｈ11.10. 1～Ｈ12. 9.30

委員長職務代理 Ｈ13.10. 1～Ｈ14. 3.31

中 林 義 明 Ｈ11.10. 2～Ｈ19.10. 1

委員長職務代理 Ｈ12.10. 1～Ｈ13. 9.30

委員長 Ｈ13.10. 1～Ｈ14. 9.30

委員長職務代理 Ｈ15. 6.25～Ｈ16. 6.24

委員長 Ｈ16. 6.25～Ｈ17. 6.24

委員長職務代理 Ｈ18. 6.25～Ｈ19. 6.24

柏 谷 公 一 Ｈ12.10. 1～Ｈ12.12. 2

椿 民 子 Ｈ13. 4. 1～Ｈ20. 9.30
委員長職務代理 Ｈ17. 6.25～Ｈ18. 6.24

委員長職務代理 Ｈ19. 6.25～Ｈ20. 6.24

和 泉 孝 治 Ｈ14. 4. 1～Ｈ19. 3.31 教育長

榧 嘉 明 Ｈ14. 4. 1～Ｈ22. 3.31

委員長職務代理 Ｈ14.10. 1～Ｈ15. 6.24

委員長 Ｈ15. 6.25～Ｈ16. 6.24

委員長 Ｈ18. 6.25～Ｈ19. 6.24

委員長 Ｈ20. 6.25～Ｈ21. 6.24
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氏 名 任 期 備 考

綱 島 四 郎 Ｈ15. 6.26～Ｈ23. 6.25

委員長職務代理 Ｈ16. 6.25～Ｈ17. 6.24

委 員 長 Ｈ17. 6.25～Ｈ18. 6.24

委 員 長 Ｈ19. 6.25～Ｈ20. 6.24

委 員 長 Ｈ21. 6.25～Ｈ23. 6.24

岡 本 和 徳 Ｈ19. 4. 1～Ｈ26. 3.31 教 育 長

生 駒 邦 久 Ｈ19.10. 2～Ｈ23.10. 1 委員長職務代理 Ｈ20. 6.25～Ｈ23. 6.24

鶴 田 祥 子 Ｈ20.10. 1～Ｈ24. 9.30 委員長職務代理 Ｈ23. 6.25～Ｈ24. 6.24

三 村 喜 昭 Ｈ22. 4. 1～Ｈ26. 3.31
委 員 長 Ｈ23. 6.25～Ｈ24. 6.24

委員長職務代理 Ｈ24. 6.25～Ｈ25. 5.24

野 田 洋 二 Ｈ23. 6.27～ 現 在 委 員 長 Ｈ24. 6.25～Ｈ27. 6.24

岡 本 園 美 Ｈ23.10. 2～Ｈ27.10. 1 委員長職務代理 Ｈ25. 6.25～Ｈ26. 5.24

藤 原 一 師 Ｈ24.10. 1～Ｈ28. 9.30
委員長職務代理 Ｈ26. 6.25～Ｈ27. 6.24

委 員 長 Ｈ27. 6.25～Ｈ28. 6.24

川 口 雅 之 Ｈ26. 4. 1～Ｈ30. 3.31

委員長職務代理 Ｈ27. 6.25～Ｈ28. 6.24

委 員 長 Ｈ28. 6.25～Ｈ28.10. 1

教育長職務代理 Ｈ28.10. 2～Ｈ29. 3.31

板 﨑 彰 Ｈ26. 4. 1～Ｈ29. 3.31 教 育 長

近 藤 寿 子 Ｈ27.10. 2～ 現 在
委員長職務代理 Ｈ28. 6.25～Ｈ28.10. 1

教育長職務代理 Ｈ29. 4. 1～Ｈ30. 3.31

改正地方教育行政法適用 （教育長と教育委員長の一本化）

大 川 佳 郎 Ｈ28.10. 1～ 現 在 教育長職務代理 Ｈ30. 4. 1～ 現 在

石 川 雅 史 Ｈ29. 4. 1～ 現 在 教 育 長

妹 尾 恵 美 Ｈ30. 4. 1～ 現 在
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教育委員会の機構及び事務分掌

[ 平 成 30 年 4 月 1 日 現 在 ]

教育総務係 教育委員会会議、調査、統計、学校等の設置・廃止、予算編成

・執行、教育行政の重要施策の企画・総合調整、授業料等    

教育総務課

(32-5571) 施設係 学校等の建設及び営繕、施設の取得処分、施設管理及び防災  

学事係 教職員の人事給与、学校管理運営、通学区域、児童生徒の  
教育委員会

入退学及び就学、要・準要保護の補助 、給食、学校医等の

人事給与、教職員・児童等の健康診断 、給食施設の設置・廃止

学校教育課

教育委員 (32-5575) 指導係 教育課程の編成、学校訪問、教科用図書の採択、教職員の研修、

教育研修所、教育研究団体 、給食指導、保健指導、中学校区教

育保育の連携、保健体育の調査等

学校給食センター

/東児調理場
学校給食用物資の管理、調理・配送、栄養・食事の指導

教育長
（31-6441/41-1203）

(32-5571)

就学前教育課 就学前教育係 子ども・子育て支援事業計画、子ども・子育て会議、幼保一体化

(32-5573) 保育園・認定こども園・幼稚園の管理運営、特別保育、病児保育

教育次長

(32-5571)
社会教育課 社会教育係 社会教育委員会議、青少年教育、家庭教育支援、社会教育指導

(32-5577) 育成、人権教育、青少年問題協議会、社会教育施設の設置、

奨学金、ＰＴＡ連合会事務局、 成人式、放課後児童健全育成事業

児童館、幼児クラブ、公民館･図書館の管理

文化・スポ-ツ推進係 社会体育の企画実施、スポーツ・レクリエーション活動の企画 

 ・指導、スポーツ施設の設置・管理・運営、文化・スポーツ顕彰 

文化財保護、芸術文化の振興、文化団体指導育成、文化・ｽﾎﾟｰﾂ顕彰

生涯学習センター 指導者の養成と研修、学習情報提供･相談、学習機会の提供  

(83-9200) 交流・連携促進、地域子ども楽級、少年少女発明クラブ 

視聴覚ライブラリー 視聴覚の研究、教具教材の充実・

整備・貸出、講座、講習会

図書館・中央公民館 図書館･中央公民館の管理･運営

（ＴＲＣ玉野：31-3711・3712）

公民館13館 定期講座、講習会、社会教育活動の指導育成

玉野市総合体育館 スポーツ施設の管理・運営、スポーツ・レクリェーション活動の指導

（玉野スポーツネットワークＪＶ:32-3709）

適応指導教室  不登校児童生徒の学校復帰への支援       

(33-5300)

教育ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 教育支援室 学校問題相談(児童生徒・保護者・教職員), 

(33-5115) (33-5115) 学校支援訪問(学校の課題解決）

青少年育成センター 青少年相談、街頭指導、非行防止の啓発、有害環境の浄化

(33-5115) 人権教育、家庭教育支援

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
機
関
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（１）一般会計予算と教育費予算

差引増減 対前年度比

(A) - (B) （％）

△ 200,000 99.1 

9,234 100.2 

10,281 100.6 

△ 1,047 100.0 

① 項別予算額 (単位：千円）

平成３０年度 構 成 比 平成２９年度

当初予算額 (A) （％） 当初予算額 (B) 増減額  (A) - (B) 増減率 （％）

1,668,117 43.6 1,657,836 10,281 0.6

　社会福祉費 29,161 0.8 34,427 △ 5,266 △ 15.3

　児童福祉費 1,638,956 42.9 1,623,409 15,547 1.0

2,155,555 56.4 2,156,602 △ 1,047 △ 0.0

　教育総務費 275,297 7.2 306,240 △ 30,943 △ 10.1

　小学校費 396,127 10.4 314,233 81,894 26.1

　中学校費 159,692 4.2 196,227 △ 36,535 △ 18.6

　高等学校費 490,959 12.8 496,730 △ 5,771 △ 1.2

　幼稚園費 223,176 5.8 219,067 4,109 1.9

　社会教育費 296,284 7.7 306,943 △ 10,659 △ 3.5

　保健体育費 314,020 8.2 317,162 △ 3,142 △ 1.0

3,823,672 100.0 3,814,438 - -

② 性質別分類

平成３０年度

当初予算額 人件費 物件費 維持補修費 建設事業費 その他

1,668,117 521,645 529,815 10,520 1,493 604,644

　社会福祉費 29,161 29,161 0 0 0 0

　児童福祉費 1,638,956 492,484 529,815 10,520 1,493 604,644

2,155,555 1,009,906 848,823 39,741 116,600 140,485

　教育総務費 275,297 225,762 36,964 243 0 12,328

　小学校費 396,127 61,017 196,313 12,240 97,032 29,525

　中学校費 159,692 10,345 107,016 6,590 8,000 27,741

　高等学校費 490,959 411,443 69,439 2,277 4,677 3,123

　幼稚園費 223,176 160,670 49,719 6,800 5,000 987

　社会教育費 296,284 72,049 163,770 6,091 1,891 52,483

　保健体育費 314,020 68,620 225,602 5,500 0 14,298

3,823,672 1,531,551 1,378,638 50,261 118,093 745,129

 平成３０年度教育委員会関係予算の状況

(単位：千円）
平成３０年度当初予算 平成２９年度当初予算

(A) (B)

 一般会計予算額  (ｲ) 22,020,000 22,220,000 

　 内，教育委員会関係予算額 3,823,672 3,814,438 

　内，民生費       （ﾛ) 1,668,117 1,657,836 

　　比  率      （ﾛ)／(ｲ） 7.6% 7.5%

  内，教育費      (ﾊ) 2,155,555 2,156,602 

　　比  率      （ﾊ)／(ｲ） 9.8% 9.7%

（２）教育費予算の概要

前 年 度 比 較

民生費

教育費

計

             (単位：千円）

内　　　　　　　　　訳

民生費

教育費

計

区     分

款・項

款・項
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平成３０年度　教育委員会関係予算    

社会福祉費
29161
0.8%

児童福祉費
1638956

42.9%

教育総務費
275297

7.2%

小学校費
396127
10.4%

中学校費
159692

4.2%

高等学校費
490959
12.8%

幼稚園費
223176

5.8%

社会教育費
296284

7.7%

保健体育費
314020

8.2%

項目別予算額

計 ３，８２３，６７２千円

人件費
1531551

40.1%

物件費
1378638

36.1%

維持補修費
50261
1.3%

建設事業費
118093

3.1%

その他
745129
19.5%

性質別予算額

計 ３，８２３，６７２千円

16



学校・園一覧

１．保育園・認定こども園・幼稚園 ［平成３０年４月１日現在］

※認定こども園の（ ）は，保育園の設立年

学 校 ・ 園 名 〒 住 所 電話番号 園長氏名 設立

玉野市立 田 井 保育園 706-0001 玉野市 田井3-10-1 21-3342 名合美和子 昭和24年

〃 宇 野 保育園 706-0011 〃 宇野2-23-2 21-3846 安井 久乃 昭和41年

〃 玉認定こども園 706-0012 〃 玉 2-1-7 21-3392 岡本 弘香 平成25年

(昭和25年)

〃 玉原認定こども園 706-0014 〃 玉原2-7-41 31-6194 柴 惠子 平成30年

(昭和47年)

〃 和 田 保育園 706-0021 〃 和田2-7-10 81-8167 近土 由美 昭和23年

〃 渋 川 保育園 706-0028 〃 渋川1-2-10 81-6803 三木 紀子 昭和27年

〃 大 崎 保育園 706-0226 〃 東七区1-2 51-2104 高見 知子 昭和26年

〃 八浜認定こども園 706-0221 〃 八浜町八浜1488 51-2460 上坂 直子 平成28年

(昭和54年)

〃 サンマリン認定こども園 706-0314 〃 山田3233-2 43-9880 井上多津子 平成27年

(平成16年)

〃 鉾 立 保育園 706-0301 〃 北方1216 66-5130 下山 眞美 昭和25年

私 立 築 港ちどり保育園 706-0002 〃 築港2-15-16 21-3347 古南 早苗 平成12年

〃 槌ヶ原ちどり保育園 706-0141 〃 槌ヶ原948 71-3042 小林 淑子 平成26年

〃 紅陽台ちどり保育園 709-1203 岡山市南区西紅陽台3-1-11 086-362-2241 野口 麻理 平成元年

玉野市立 田 井 幼稚園 706-0001 玉野市 田井3-22-36 31-0746 三鍋 直美 昭和45年

〃 宇 野 幼稚園 706-0011 〃 宇野2-14-16 21-3047 藤原 明美 昭和 2年

〃 和 田 幼稚園 706-0021 〃 和田6-12-2 81-1884 三村 淳子 昭和40年

〃 日 比 幼稚園 706-0024 〃 御崎2-3-7 81-7069 小幡かおる 昭和14年

〃 荘 内 幼稚園 706-0132 〃 用吉1102 71-2283 清板 香苗 昭和27年

〃 荘内南 幼稚園 706-0153 〃 滝 58 71-0184 中西 るり 平成12年
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２．学校 ［平成３０年４月１日現在］

学 校 ・ 園 名 〒 住 所 電話番号 校長氏名 設立

玉野市立 田 井 小学校 706-0001 玉野市 田井3-4-1 21-2642 福本 恵吾 明治 6年

〃 築 港 小学校 706-0002 〃 築港3-15-1 21-3375 板倉 宏 昭和29年

〃 宇 野 小学校 706-0011 〃 宇野2-23-1 31-5796 妹尾 均 明治 6年

〃 玉 小学校 706-0012 〃 玉 6-20-22 32-4701 武藤 均 大正 9年

〃 日 比 小学校 706-0024 〃 御崎1-1-1 81-8216 小原小百合 明治40年

〃 第二日比小学校 706-0025 〃 明神町1-1 81-8101 阿部 幸生 昭和27年

〃 山 田 小学校 706-0314 〃 山田422 41-1035 山本 佳生 明治 6年

〃 後 閑 小学校 706-0315 〃 後閑1421 41-1072 竹信 弘司 明治 6年

〃 荘 内 小学校 706-0143 〃 木目498 71-1017 前野 慶次 明治21年

〃 八 浜 小学校 706-0223 〃 八浜町波知29 51-2016 村木 哲朗 明治 6年

〃 大 崎 小学校 706-0226 〃 東七区3-3 51-1009 西川 竜馬 明治 5年

〃 鉾 立 小学校 706-0301 〃 北方1274 66-5131 大久保 融 明治 5年

〃 胸 上 小学校 706-0311 〃 梶岡639 41-2044 大月 秀樹 明治 6年

〃 玉 原 小学校 706-0014 〃 玉原2-22-1 32-0666 小川 敦子 昭和51年

玉野市立 宇 野 中学校 706-0002 玉野市 築港2-27-1 31-4241 藤原 直之 昭和22年

〃 玉 中学校 706-0013 〃 奥玉1-27-1 31-4211 坂田 智明 昭和22年

〃 日 比 中学校 706-0021 〃 和田6-13-1 81-7351 岡本久美子 昭和22年

〃 山 田 中学校 706-0315 〃 後閑1995 41-1045 佐藤 秀則 昭和22年

〃 荘 内 中学校 706-0143 〃 木目1373 71-1049 金光 一雄 昭和22年

〃 八 浜 中学校 706-0221 〃 八浜町八浜1438 51-2044 石田 一美 昭和22年

〃 東 児 中学校 706-0301 〃 北方444 66-5134 木村 啓司 昭和22年

玉野市立 玉野商工 高等学校 706-0012 玉野市 玉 6-1-1 31-5341 田村 繁樹 昭和32年

〃 玉野備南 高等学校 706-0021 〃 和田4-7-1 83-9100 二部野一郎 昭和23年

岡山県立 玉 野 高等学校 706-0002 〃 築港3-11-1 31-4321 多田 一也 昭和23年

〃 玉野光南 高等学校 706-0226 〃 東七区244 51-2311 萓野 岳史 昭和59年
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園児･児童･生徒･教職員数等 〔平成３０年５月１日 現在〕

（１）市立保育園・認定こども園 （ ）は嘱託・臨時・パートの人数

（２）私立保育園 （ ）は嘱託・臨時・パートの人数

区分

園名

園 児 数 学 級 数 職員数

０
歳

１
歳

２
歳

３
歳

４
歳

５
歳

合
計

０
歳

１
歳

２
歳

３
歳

４
歳

５
歳

合
計

保
育
士

用
務
員

調
理
員

栄
養
士

田井保 １ 5 18 16 11 17 68 1 1 1 1 1 5
14
(7) 1 2 0

宇野保 0 11 9 9 11 9 49 0 1 1 1 1 4
10
(5) 1 1 0

玉

認

長 0 6 6 7 9 8 36
1 1 1 1 1 5

10
(4) 1 1 0

短 - - - 5 6 5 16

玉
原
認

長 3 12 18 22 19 16 90
1 1 1 2 2 1 8

25
(10) 1 2 1

短 - - - 3 4 4 11

和田保 2 3 6 9 4 8 32 1 1 1 3
9
(4) 1 1 0

渋川保 0 7 6 9 7 7 36 0 1 1 1 1 4
9
(5) 1 1 0

大崎保 ４ 8 10 12 15 21 70 1 1 1 1 1 1 6
17
( 9 ) 1 2 0

八
浜
認

長 0 5 18 12 11 17 63
0 1 2 1 1 1 6

15
(7) 1 2 0

短 - - - 8 ９ 10 27

ｻﾝ
ﾏﾘﾝ
認

長 3 16 18 27 21 17 102
1 1 1 2 1 1 7

25
(16) 1 3 0

短 - - - 6 9 8 23

鉾立保 0 3 2 6 10 6 27 0 1 1 1 3
9
(4) 1 １ 0

合 計 13 76 111 151 146 153 650
０歳：3 １歳：6 ２歳：9
３歳：11 ４歳：7 ５歳：7
複式：8

51
143
(71)

10
(10)

16
(12)

1
(1)

区分

園名

園 児 数 学 級 数 職員数

０
歳

１
歳

２
歳

３
歳

４
歳

５
歳

合
計

０
歳

１
歳

２
歳

３
歳

４
歳

５
歳

合
計

保
育
士

用
務
員

調
理
員

栄
養
士

築港ちどり 13 44 44 48 56 55 260
0･1：1 1:1
1･2：1 2 2 2 9

42
(10) 0 5 0

槌ケ原ちどり 19 46 66 60 49 49 289 1 2 2 2 2 2 11
46
(17) 0 4 0

紅陽台ちどり 6 11 16 22 22 25 102
0:1 0･1：1
1:1 1･2：2 2 2 2 11

39
( 9 ) 0 5 0

合計 38 101 126 130 127 129 651
2 4 2

6 6 6 31
127
(36) 0

14
(4) 0

複式：5
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（３）幼稚園 サは学校サポートスタッフ

（４）小学校 再短は再任用短時間勤務教員、支は登校支援員

区 分

園 名

園児数 学級数 職員数
備 考

３歳 ４歳 ５歳 計 ３歳 ４歳 ５歳 計 教員 用務

田 井 幼 23 22 18 63 2 1 1 4 6 臨 1 サ 1

宇 野 幼 19 13 19 51 1 1 1 3 4 臨 1 サ 2

和 田 幼 11 13 17 41 1 1 1 3 4 臨 1 サ 1

日 比 幼 8 7 8 23 1 1 1 3 4 臨 1 サ 1

荘 内 幼 28 29 33 90 2 2 2 6 8 臨 1 サ 1

荘内南幼 8 8 10 26 1 1 1 3 4 臨 1 サ 1

合 計 97 92 105 294 8 7 7 22 30 臨 6 サ 7

区 分

校 名

児童数 学級数 県費教職員数 市費職員数

通常 特支 通常 特支 教員 養護 栄養 事務 他 司書 用務 他

田 井 小 335 8 12 1 20 1 1
非４
支１ 1 臨1

パート１
サ３

築 港 小 89 3 6 1 9 1 1
再短１
非２ 臨 1 臨 1 サ２

宇 野 小 172 13 6 2 17 1 1
育短代１
非１
支２

臨 1 臨 1
サ３
非３

玉 小 89 8 6 2 11 1 1 非１ 臨 1 臨 1
サ２
非１

玉 原 小 161 11 7 2 15 1 1 非１ 臨 1 臨 1
サ２
非２

日 比 小 131 5 6 2 11 1 2 1 非１ 臨 1 臨 1 サ２

第二日比小 134 9 6 2 12 1 1
育短代１
再短１ 臨 1 臨 1 サ２

山 田 小 73 5 6 1 10 1 1 再短１ 臨 1 臨 1 サ２

後 閑 小 35 3 5 1 8 1 1 非１ 臨 1 臨 1
サ１
非１

荘 内 小 668 40 24 7 36 2 1
非３
支１
育短代１

1
1

パート１
サ５
教２

八 浜 小 154 9 6 2 11 1 1
非２
支１
支１

臨 1 臨 1
サ２
非１

大 崎 小 84 5 6 1 9 1 1 非１ 臨 1 臨 1
サ２
非１
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（５）中学校

（６）市立高等学校

区 分

校 名

児童数 学級数 県費教職員数 市費職員数

通常 特支 通常 特支 教員 養護 栄養 事務 他 司書 用務 他

鉾 立 小 77 3 6 1 9 1 1
非２
再短１

臨 1 臨 1 サ1

胸 上 小 80 2 6 1 13 1 1 1 非１ 臨 1 臨 1 サ1

合 計 2,282 124 108 26 191 15 3 14

支 ５

再短４

育短代３

非 20

2
臨12

1

臨12

パート２

サ31

教２

非９

区 分

校 名

生徒数 学級数 県費教職員数 市費職員数

通常 特支 通常 特支 教員 養護 栄養 事務 他 司書 用務 他

宇 野 中 350 8 12 2 27 1 2
非３
支１

臨 1 臨 1
サ２
非３

玉 中 174 5 6 2 18 1 1 非２ 臨 1 臨 1
サ１
非３

日 比 中 138 7 5 2 14 1 1 非３ 臨 1 臨 1
サ１
非３

山 田 中 75 3 3 1 9 1 1 非２ 臨 1 臨 1 非１

荘 内 中 279 14 9 3 24 1 1
非２
支１

臨 1 臨 1
サ２
非２

八 浜 中 112 4 5 1 12 1 1 非５ 臨 1 臨 1
サ１
非３

東 児 中 97 3 3 1 10 1 1 非２ 臨 1 臨 1 非２

合 計 1,225 44 43 12 114 7 8
非19
支２

臨 7 臨 7
サ7

非17

区 分

校 名
生徒数 学級数

教職員数
備 考

教員 講師 養護 事務 用務 代員 非常勤

玉野商工高 420 12 36 4 1
1

臨 3
臨 1 2 13 実習助手3

玉野備南高 62 7 16 3 助1
1

臨 1
1 11

計 482 19 52 7
1

助1
2

臨 4 嘱 1 3 24 実習助手3
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年度 26 27 28 29 30
30

（私立含む）

保育園
認定こども園 680 659 651 661 650 1,301

幼稚園 342 312 324 306 294

小学校 2,645 2,594 2,507 2,467 2,406

中学校 1,558 1,475 1,467 1,332 1,269

計 5,225 5,040 4,949 4,766 4,619 1,301

市内学校園に在籍する園児・児童・生徒数の推移（高校は除く）

（ 平成26年度～平成30年度）

680 659 651 661 650
342 312 324 306 294

2,645 2,594
2,507 2,467 2,406

1,558 1,475 1,467
1,332 1,269

5,225 5,040 4,949
4,766

4,619

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

年度26 27 28 29 30

（人）

保育園

認定こども園

幼稚園 小学校 中学校 計
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各校園の研究テーマ等

１．平成３０年度 玉野市立幼・小・中学校 研究主題一覧表

校 園 名 研 究 主 題

幼稚園

田 井

「やってみたい！一緒にしたい！もっとやりたい！幼児をめざして」

－人とかかわる遊びを通して学びにつながる援助を探る－

宇 野

和 田

日 比

荘 内

荘内南

小学校

田 井
自ら学び、共に生きる子どもの育成

－道徳科の授業実践を通して－

築 港
主体的に聞き、理由や根拠をもって自分の思いや考えを表現できる児童の育成

－系統性を意識した指導方法の工夫－

宇 野
深く学ぶ知的にたくましい子の育成

－対話的な活動を通して－

玉
「分かる」「できる」喜びを感じる児童の育成

－学習することの楽しさを実感できる授業を目指して－

玉 原
「できる」「わかる」喜びを味わえる子どもの育成

－考える力を育てる算数科の授業づくりを通して－

日 比
わかる喜び、できる楽しさ、学び合うつながりを大切にした集団づくり

－深い学びの実現に向けた授業づくりをめざして－

第二日比
自分の生き方について 考えを深める子どもの育成

－主体的・対話的に学ぶ道徳科の授業を通して－

山 田
確かな学力の定着を図る学習指導のあり方

－算数科の授業を通して「分かる喜び」「考える楽しさ」を－

後 閑 確かな読みの力を身につけ、学び合う児童の育成

荘 内
社会の中で目標をもって生きていく力の育成

－つながりを意識したキャリア教育を通して－

八 浜
「話したい」「伝えたい」の思いをもった主体的に関わる児童の育成

－言語活動を軸にしたカリキュラム・マネジメントを通して－

大 崎
基礎・基本の確かな定着を図りながら

思考力・表現力をはぐくむ算数科の授業づくり

鉾 立
学び合いを深める児童の育成

－アセスメントシートを活用した指導法の工夫－

胸 上
「特別の教科 道徳」の授業づくり

－一人一人が自分に問いかけ、よりよい生き方を見つけていく指導のあり方－
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２．市主催研修会

３．玉野市教育委員会研究指定校(区)一覧

（１）平成２９・３０年度

（２） 平成３０・３１年度

校 名 研 究 主 題

中学校

宇野中
｢生徒の学習意欲向上と深い学びをつくる授業の工夫」

－主体的・対話的で深い学びの実現に向けて－

玉 中
自己教育力の育成

－玉中授業スタンダードの実践と地域との連携を通して－

日比中
主体的・対話的で深い学び

－人間関係づくり・基礎学力の定着を土台にして－

山田中
生徒の学ぶ意欲を育てる指導のあり方

－教えて考えさせる授業の実践を通して－

荘内中
キャリア教育の視点にたった生きる力を育む教育課程の工夫

－キャリア発達を促す体験活動について－

八浜中
OJTによる技術・技能の伝達と

自らのワークライフバランスを考えた働き方改革

東児中
剛き心をもち 主体的に学ぶ生徒の育成

－自ら考え、表現する活動を通して－

区 分 研 修 会 名

管理職
校 園 長 会 校 長 会 園 長 会 自主校長会

教 頭 会 自主教頭会 自主園長会

教 員

中堅教員研修会 若手教員研修会

教育課程研修会 学力向上研修会

情報教育担当者研修会 常勤・非常勤講師研修会

生徒指導担当者研修会 教育支援児対応実務者研修会

学校サポートスタッフ研修会 特別支援学級担当者研修会

特別支援教育コーディネーター研修会

中学校区連携コーディネーター兼キャリア教育研修会

初任者 初任者研修会

学校名 教科領域 研 究 主 題

第二日比小 道 徳
自分の生き方について 考えを深める子どもの育成

－主体的・対話的に学ぶ道徳科の授業を通して－

学校名 研究主題

荘内

中学校区
人間性豊かで未来に向かって夢や希望をもち、意欲的に活動する子どもの育成
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玉野市教育サポートセンター

１．設置目的

学校・園や教職員、保護者への支援体制の充実を図るため、青少年健全育成のための取組

やカウンセリング活動、不登校児童生徒のための適応指導等に取り組む。

２．設置場所

所在地 玉野市玉原３－１７－２

○教育支援室・青少年育成センター

電話 0863-33-5115 FAX 0863-33-5117

○適応指導教室（わかば教室）

電話 0863-33-5300 FAX 0863-33-5117

３．適応指導教室（わかば教室）

（１）概要

心理的・情緒的な原因等による不登校児童生徒に対して、集団活動や学習指導、教育相

談等による支援を通して、自立を促し、学校生活への復帰を図ることを目的とする。

① 通室児童生徒に対して、教科学習及びスポーツ、遊び、作業、創作活動、自然・社会

体験を、児童生徒の主体性を尊重しながら行うことにより、心の解放をはかるととも

に、自発性や社会性、集団への適応力、学習への興味・関心・意欲を育て、学校復帰

への基礎的な力を育む。

② 通室児童生徒の保護者を対象に保護者会などをもち、不登校についての理解と対応等

についての指導・援助を行う｡

③ 通室児童生徒の相談及び指導援助の在り方について、調査・研究をする｡

（２）対象児童・生徒

玉野市在住の小学生及び中学生で、心理的・情緒的原因などによる不登校児童生徒のう

ち、次の条件を満たす者を対象とする。

① 本人及び保護者が、適応指導教室への入室を希望する者

② 本人の在籍する校長が、適応指導教室への入室を認め、教育委員会が許可した者

（３）主な活動内容

・学習活動 …………… 自らの計画をたてて学習に取り組み、学習への興味・関心・

意欲を培う。教科指導講師が来室し、国語・数学・英語の学

力補充も行う。

・スポーツ活動 ……… 身体を動かすことにより、心身の疲労を回復し、他人とのふ

れあいを深める。

・ふれあい活動 ……… 遊びを通して心の解放を図り、他人とのふれあいを深める。

・作業・創作活動 …… 興味・関心のある作業への取り組みを通して、協調性・耐性

・自己表現力を養う。

・見学・宿泊体験活動… 施設見学、遠足・宿泊等の体験活動を通して、協調性や社会

性を育む。
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４．教育支援室

（１）概要

不登校など生徒指導上の課題解決に向け、保護者及び児童生徒を対象とした心理教育相

談や障害のある幼児児童生徒のための就学相談、成人の引きこもり支援に取り組む。

（２）活動内容

① 心理教育相談

・不登校等の児童生徒の心の問題について、該当児童生徒や保護者へのカウンセリング

を実施し、その課題解決に向けて積極的に取り組む。相談形態として来所・電話・訪

問相談等がある。

・幼児児童生徒の心理発達検査等を実施することを通して、適切な見立てを行い、必要

がある場合は医療・福祉機関等と連携して幼児児童生徒を支援する。

② 就学相談

・障害のある幼児･児童･生徒の適切な就学を目指し、教育委員会の就学指導委員会との

連携を密にし、相談を行う。

③ 学校問題相談

・保護者からの学校との問題等にかかる相談を行う。

・教職員からの生徒指導、保護者対応等にかかる相談を行う。

④ 学校・園への相談支援

・不登校等の児童生徒の心の問題や特別支援教育に関する指導・支援の在り方について

要請があれば、学校･園へ赴き、ケース会議を行い指導助言にあたる。

・特別支援教育サポートチームに所属し、特別支援教育に関する指導充実等に積極的に

取り組む。

・困難事例への対処のために、必要がある場合は市内小中高等学校、就学前園に配置さ

れているスクールカウンセラー・保育カウンセラーと連携して支援にあたる。

⑤ 不登校を考える保護者の会の実施「ほっとタイム」

・市内の不登校（傾向を含む）児童生徒の保護者を対象に保護者の会を実施する。保護

者同士の相談、情報交換により、問題解決を図る一助とする。

⑥ 引きこもりの若者支援

・「ほっとスペース」を活用し、義務教育卒業後、引きこもり傾向にある若者の居場所

づくりに取り組むとともに、適応支援、就労相談等に取り組む。

年 度 相談者数 相談のべ件数

平成２５年度 １６０ １,４４５

平成２６年度 １３７ １,５１１

平成２７年度 １８０ １,７３８

平成２８年度 １８０ １,８７４

平成２９年度 ２１９ ２,３２０
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５．玉野市青少年育成センター

（１）概要

青少年の健全育成を図るため、家庭、学校、地域社会、関係機関及び各種団体

との連携を深め、青少年相談・補導活動・啓発活動・環境浄化活動の推進に積極

的に取り組むとともに、ＰＴＡ活動の支援、人権教育と家庭教育の推進、子ども

楽級の充実を図る。

（２）活動内容

① 補 導

・街頭補導 商店街、公園、ターミナル等の街頭補導

非行、怠学等問題行為のある児童生徒の指導

・特別補導 夏季、年末年始、玉野まつり等のイベント、通学時補導（列車）

・地区補導 地区まつり、地区内店舗の補導

② 関係機関との連携

・学校訪問

小、中、高等学校の訪問

・連絡会議の実施

青少年健全育成指導員会、中学校区青少年健全育成連絡協議会、市青少年健全

育成連絡協議会、広域特別補導協議会等の実施、小中高生徒指導担当者会議へ

の参加

③ 健全育成の啓発

・機関紙「みちびき」の発行

④ 環境浄化活動の推進

・環境美化活動の助成＜クリーンアップ玉野＞

らくがきの早期発見、早期消去

・危険防止

遊泳禁止立札の点検、補充、新設

・地域での見守り活動

青少年健全育成団体と連携した地域での見守り活動

⑤ 不審者対策の強化

・「こども１１０番のいえ」の取組（４７１軒登録・平成２８年度末現在）

「こども１１０番のいえ」の協力依頼とステッカー配布

⑥ 人権教育の推進と家庭教育支援

・人権教育推進委員会の運営

・各種人権教育研修会の企画･運営

・保護者等を対象とした家庭教育の啓発

⑦ その他

・玉野市ＰＴＡ連合会事務局

ＰＴＡ連合会の活動支援

・玉野市子ども楽級事務局

子ども楽級、おさらい会の活動支援
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中学校区一貫教育

子どもたちの「豊かな心」と「確かな学力」の育成に取り組み、「生きる力」を身につけさせ

るため、中学校区の保育園・認定こども園・幼稚園・小学校・中学校の保育士や教職員が連携し

て、学力向上とキャリア教育を柱として、９年間の発達段階を踏まえた系統的・継続的、一貫的

な教育・保育の充実に取り組んでいる。

１．授業参観と参観後の協議会の実施

学区内の教員を対象とした授業参観並びに学習に関する協議会を開催し、子どもたちの発達

段階に応じた適切な学習指導やわかる授業を実施するために、授業改善に努めている。

２．中学校区の生徒指導連携協議会や各種連携部会等の開催

中学校区生徒指導連絡協議会や中１生徒指導連携会議等の定期的な開催を通じて、情報交

換、共同補導の実施、生徒指導上の課題解決のための協働体制を確立し、中学校区内の児童

生徒の規範意識の向上や課題解決の推進を図っている。

また、教科部会や領域部会等の様々な部会が連携を密にして教育成果を高めるために開催

されている。

３．特別支援教育中学校区連携部会の充実

発達障害等がある子どもたちの適切な支援の継続のため、情報共有やケース会議等に取り

組み、関係機関との連携を深めながら、特別な支援が必要な子どもたちの実態にあった指導・

支援を図っている。

また、教員の特別支援教育に関する資質向上を目指し、中学校区合同研修会や研究協議に

取り組んでいる。

４．規範意識向上のための「中学校区生活心得」の活用

各校区で「中学校区生活心得」を作成し、小・中学校の教職員が児童生徒の規範意識の向

上と、生徒指導上の課題解決に向けて協働して取り組んでいる。

５．中学校区重点取組項目の取り組み

中学校区の児童生徒の実態を踏まえ、小・中学校で学習指導や生徒指導等の重点取組項目

を定め、小・中学校が連携して取り組むことにより、地域の特性を生かしながら、子どもた

ちの健やかな成長を図っている。

６．中学校教員による小学校外国語活動への支援

必要な中学校に市費で英語の非常勤講師を配置することで、中学校の英語教員を学区の全

ての小学校へ兼務をかけて外国語活動の支援を行い、児童の英語に対する興味関心を高め、

コミュニケーション能力を育成するとともに、生徒指導上の連携も密にしながら、小中連携

を推進する。
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７．園小連携による交流活動等の推進

小１プロブレムの解消とともに、子どもたちの健全育成に向けて、よりよい具体的な交流

等の取組を推進する。

８．中学校区一貫教育の充実に向けて

中学校区一貫教育推進の中で、現在取り組んでいる様々な連携の取組を充実させながら、

園小接続プログラムや小中一貫教育カリキュラム等を作成するとともに、キャリア教育の一

貫カリキュラム作成を推進し、地域を愛し地域に貢献しようとする子ども、夢を持ち自分の

人生を主体的に切り開いていく子どもの育成に取り組んでいる。
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特別支援教育

障害のある幼児児童生徒に対し、適正な特別支援教育支援を進めるとともに、特別支援教育を

学校園の教育・保育全体の中で適切に位置付け、関係機関等とのネットワークを整備するととも

に、早期発見・早期支援開始・指導の継続を目指して中学校区を単位とした地域連携を推進し、

個々の幼児児童生徒の教育的ニーズに応じた特別な支援の充実に努めている。

また、「授業のユニバーサルデザイン化」に取り組み、全ての児童生徒が「わかる、できる、

楽しい」を実感できる授業改善を図っている。

１．特別支援教育支援委員会（就学指導等）

障害のある幼児児童生徒の適切な特別支援教育支援を行うため、玉野市特別支援教育支援

委員会を設け、障害の種類及び程度を専門的見地から総合的に判定するとともに、その後の

特別支援教育支援のあり方について助言している。

２．障害の実態による適切な就学先での指導

（１）特別支援学級（知的障害）

知的機能の発達に遅れがあり、身辺生活の処理や集団生活への参加が困難であるな

ど、適応行動に困難をともなう状態にある児童生徒に対し、行動特性等に十分配慮しな

がら身辺生活の自立を促し、社会生活への適応ができるように指導している。

（２）特別支援学級（自閉症・情緒障害）

対人関係をうまく保てない、特別な事物にこだわる、環境の変化への対応ができにく

いなど、自閉的傾向や情緒不安定により社会的適応能力が不十分な児童生徒に対し、行

動特性等に十分配慮しながら、身辺生活の自立を促し、集団参加ができるように指導し

ている。

（３）通級指導教室

小学校の通常学級に在籍する、言語障害や発達障害等のある児童が、週に１単位時間

程度通級による指導を受け、その障害による生活上・学習上の困難さの改善、克服を図

るための指導を行っている。市内には、宇野小学校と胸上小学校に複数障害種に対応し

た通級指導教室「スマイル教室」が設置されている。

また、玉野備南高校へ通級指導教室を設置し、高等学校において発達障害等により集

団適応等に課題のある生徒への通級による指導体制も整えている。

３．障害のある幼児児童生徒の支援

重い障害のある幼児児童生徒等が在籍する学校園に学校サポートスタッフや幼稚園に特

別支援教育に係る助教師を配置し、障害のある幼児児童生徒の能力の伸長に努めている。

４．特別支援教育の体制整備

（１）各校では、特別支援教育推進のための校園内体制を整備し、障害がある幼児児童生徒

の社会的自立を目指して、特別支援教育コーディネーターを中心に、全教職員・保育士

による組織的な教育・保育活動に努めている。

（２）学校園を中心とした地域の特別支援教育推進体制を充実させ、特別な支援が必要であ
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る幼児児童生徒に対し早期からの適切な支援が継続されるよう、玉野市特別支援教育ネ

ットワーク連絡協議会を組織し、各中学校区ごとに連携部会を設置して地域力を活かし

た特別支援教育の体制を整備している。中学校区連携部会は、各中学校区の保育園、幼

稚園、認定こども園、小学校、中学校の教員及び担当保健師により組織されている。

（３）教育委員会の指導主事に加え、発達障害支援コーディネーター・教育カウンセラー・

通級指導者・特別支援教育ブロックリーダー等をメンバーとする特別支援教育サポート

チームを組織し、校園支援体制の充実や個別支援の在り方等について指導や支援を行う

とともに、関係機関との連携を推進している。

（４）特別支援教育に係る研修会を開催したり、教職員等を各地の研究大会や先進地視察に

派遣することにより、指導力の向上を図る。

（５）通常学級における授業のユニバーサルデザイン化を進め、「わかる授業」の充実を図

るとともに、通常学級での特別支援教育指導充実に取り組む。

（６）教職員・保育士等の特別支援教育に関する資質向上を図り、幼児児童生徒への適切な

支援の充実を図るため、市内全体での特別支援教育の総合的な研究に取り組むととも

に、先進地視察や各種研修会を実施する。

５．特別支援学級在籍者及び通級指導教室通室者数 〔平成 30 年 5 月 1 日現在〕

高等学校通級指導教室設置 １校

構造化された自閉症・情緒障害特別支援学級

区 分

障害種別

小 学 校 中 学 校

児童数 学級数 生徒数 学級数

知 的 障 害 ３１ ８ １０ ４

自閉症・情緒障害 ９３ １８ ３４ ８

通 級 指 導 教 室 １３５ ７ ０ ０

合 計 ２５９ ３３ ４４ １２

特別支援学級及び通級指導教室設置校数 １４校 ７校
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生徒指導支援と教育相談体制

児童生徒の抱える課題は重複化・複雑化しており、学校園の連携や外部機関との連携等によ

る総合的な指導支援が求められている。本市では特別支援教育の視点に立った生徒指導支援体

制を整えるとともに、玉野市教育サポートセンターが核となり、学校・家庭・関係機関との連携

を強化し、不登校問題やいじめ等の解決を支援している。

１．玉野市教育支援体制

様々な課題があり学校園での支援計画等の作成により継続的な支援が必要な幼児児童

生徒を教育支援児と認定し、各中学校区で関係機関と連携をとりながら支援の継続に取り

組んでいる。また教育委員会では、教育支援児の中で重篤な幼児児童生徒を要連携支援児

と認定し、学校園とともに継続支援に取り組んでいる。

２．不登校対策施策の推進

不登校問題解決のために登校支援員や学校サポートスタッフを配置して登校支援にあ

たっている。また各校からの長期欠席ヒアリングを実施し、長期欠席児童生徒への各校の

支援に助言をしている。

３．いじめ問題対策連絡協議会の開催

いじめ問題解決のために「玉野市いじめ防止基本方針」を策定し、方針の徹底を図ると

ともに、学校に対して些細な事案でもいじめと認識して教育委員会へ報告するよう指示し

ている。市のいじめ問題対策連絡協議会では、各校からのいじめ事案を共有し、市の方針

を協議している。

４．玉野市教育サポートセンターの教育相談

適応指導教室（適応指導教育指導員）・教育支援室（心理相談員）の電話・訪問・来所に

よる教育相談を実施するとともに、ケース会議や学校訪問を通じて、情報の共有・連携の強

化を図る。

５．専門家等の配置・派遣事業

（１）スクールカウンセラー配置事業

国・県の事業に本市独自の施策を加え、すべての小・中・高等学校へスクールカウンセ

ラーを配置し、不登校やいじめ問題等の解決を図るため、児童生徒・保護者及び教職員の

支援を行う。

（２）スクールソーシャルワーカー派遣事業

教育分野に関する知識に加え、社会福祉等の専門的な知識・技術を有するスクールソー

シャルワーカーを派遣し、解決が困難な事案に対応する。

（３）保育カウンセラーの派遣

市内全保育園・認定こども園・幼稚園に保育カウンセラーを派遣し、保護者の子育て相

談等に臨床心理の視点から対応する。

32



６．その他の連絡協議会等

（１）こども未来づくりネットワーク連絡協議会

学校や教育サポートセンター等の市内相談機関の連携を図るとともに、研修会などを行

い、諸問題の解決と指導力の向上を図る。

（２）スクールカウンセラー連絡協議会

教育サポートセンターとスクールカウンセラーとの連携を図るとともにスクールカウ

ンセラー同士のネットワーク形成を図る。

（３）不登校を考える保護者の会「ほっとタイム」

不登校の子どもをもつ保護者を対象に、講話や情報交換などを行い、保護者の支援を行

う。

（４）子ども・若者支援地域協議会

社会生活を円滑に営む上で困難さがある子ども・若者に対し、関係機関がそれぞれの

専門性を生かした発達段階に応じた支援を行うため、ネットワークの形成を図る。

33



確かな学力

児童生徒の確かな学力の育成のためには、主体的に学習に向かう意欲が重要であり、本市

が進める中学校区一貫教育におけるキャリア教育の中で「なぜ学ぶのか」「どうやって学ぶのか」

を考え、志を持って生きていこうとする児童生徒の育成を推進することで、真の学習意欲が身に

つくものと考えている。

また、授業のユニバーサルデザイン化とアクティブラーニングによる授業改善、補充学習

等の推進、家庭学習啓発等の子ども一人一人を大切にしたきめ細やかな指導を充実させるこ

とで、子どもたちの学習意欲を高め、基礎・基本の確実な定着を図るとともに、国際理解教

育等、時代の進展に対応した学力向上の取組を展開している。

１．学力向上プランの作成

全国及び岡山県学力・学習状況調査等を用いて子どもたちの実態を的確に把握し、各

校が学力向上プランを作成し、その実践により、継続的に様々な取組を推進し学力向上

を図っている。

２．基礎学力の向上のための非常勤講師配置

小中学校において、県費非常勤講師の配置がない学級のうち、非常勤講師配置が必要

と認められる学級に対して市費により非常勤講師を配置し、習熟度別少人数指導や基礎

学力定着のための少人数指導等を実施することで、基礎・基本の定着を図っている。

また、中学校においても非常勤講師を配置し、少人数指導や個別指導によるきめ細か

な指導を展開するとともに、学習支援を必要とする生徒には、放課後の個別指導や補充学習等

を行い、基礎学力の定着等を図っている。

３．３５人学級の実施

市費により、小学校第４学年から第６学年において３５人学級を実施することで、国

及び県費と合わせて、小学校全学年で３５人学級を実施し、子どもたちの基本的生活習

慣や学習規律・学習習慣の定着を図っている。

４．たまのっ子算数プリントの作成

小学校第３学年から第６学年までの算数の基礎計算力を身につけることができるプリ

ントを作成し、各校において補充学習や自学・自習等で活用できるよう配布する。

５．外国語活動等国際理解教育の推進

児童生徒に生きた英語を学ばせるとともに、国際理解教育の推進を図るため、英語指

導助手が市内の小・中・高等学校で英語の授業や外国語活動の支援をしている。

また、中学校の英語教員が週に１回、中学校区内の小学校での外国語活動の支援に赴

き、中学校区で英語教育の充実を進めている。
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情 報 教 育

コンピュータなどの情報機器やインターネットなどの情報通信ネットワークを活用し、

児童生徒の学習を発展・拡充するとともに、情報モラル教育の推進を図り、正しい情報

活用能力の育成に努めている。

１．情報教育の推進

各校にコンピュータやタブレット端末などの情報機器の導入をすすめ、校務の効

率化を図るとともに、児童生徒の学習を発展させるための ICT 機器活用を推進して

いる。

また、「玉野市小・中学校における情報教育の推進及び校内ＬＡＮ管理運用規程」

を定め、校内体制の整備を図り、組織的な取り組みによって、児童生徒の情報活用

能力を育成するとともに、学校における情報セキュリティの適切な管理運用に努め

ている。

２．情報通信ネットワーク

各校に授業等でインターネットが利用できる環境を整備し、情報の収集や発信を

行うことで、児童生徒の学習の発展や情報活用能力の育成を図るとともに、各校の

ホームページを玉野市教育委員会のホームページ上に掲載するなど、「開かれた学

校」づくりの推進に努めている。

また、幼児児童生徒ならびに教職員がインターネットを適切に利用できるように

努めている。

３．教員の研修

児童生徒の情報活用能力を育成するため、教職員の指導力向上のための研修を継

続的に実施するとともに、情報セキュリティに対する意識の高揚に努めている。

４．コンピュータの導入状況 〔平成３０年５月１日現在〕

現在、小学校１１校（田井・築港・宇野・玉・玉原・日比・第二日比・荘内・八

浜・大崎・胸上）に、各１１～２１台のタブレット端末を導入しており、ＩＣＴを

活用した授業の実践を推進している。

学 校 名 ＰＣ導入台数 学 校 名 ＰＣ導入台数

田井小学校 １８（１８） 鉾立小学校 ２０

築港小学校 １３（１４） 胸上小学校 １４（１３）

宇野小学校 １９（１８） 宇野中学校 ４１

玉小学校 １１（１１） 玉中学校 ３９

玉原小学校 １８（１８） 日比中学校 ４１

日比小学校 ２２（２１） 山田中学校 ２９

第二日比小学校 １８（１７） 荘内中学校 ４１

山田小学校 ２６ 八浜中学校 ３６

後閑小学校 １９ 東児中学校 ４１

荘内小学校 ２２（２１） 玉野商工高等学校 １９３

八浜小学校 ２２（２１） 玉野備南高等学校 ４２

大崎小学校 １２（１１） ※（ ）はタブレット端末台数（外数）
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学 校 給 食

１．学校給食の充実

児童・生徒の健全な心身の発達と望ましい食習慣の形成、望ましい人間関係の育成を図り、

家庭・学校・地域社会の連携や協力体制の確立に努め、給食の教育的効果を高めるとともに

給食施設、設備の充実、改善を行う。

２．１人１食当たり給食基準額 〔平成 30 年 5 月 1 日現在〕

３．給食センター，東児調理場 〔平成 30 年 5 月 1 日現在〕

４．学校給食における食育推進事業の取組

玉野市産・岡山県産などの地場産物を活用した学校給食を「生きた教材」として、朝食の

摂取を含む望ましい生活習慣の確立に向けた指導を実施する。「たまのお宝献立」や「たま

のチャレンジ献立」を作成したり、夏休みの期間を利用しての「キッズ イン ザ キッチン」

（親子料理教室）の開催により、児童・生徒の「食」・「地域」への関心を高めている。

また、各校での食育を積極的に推進し、食べ物を大切にし、食べ物の生産等にかかわる人

々へ感謝する心を育てる。

区 分
一 食 単 価

年間予定回数
主 食 牛 乳 副 食 計

小 学 校 60.23円 48.65円 171.12円 280円 187回

中 学 校 66.61円 48.65円 204.74円 320円 175回

施 設

区 分
学校給食センター 東児調理場

所 在 地 玉原２丁目１６－４３ 梶岡６９１－６

Ｔ Ｅ Ｌ ３１－６４４１ ４１－１２０３

敷 地 面 積 ４,５７５ ㎡ １,８５７ ㎡

建 物 面 積 １,２９４ ㎡ ６５３ ㎡

給 食 開 始 Ｓ４５．４．１４ Ｓ４７．４．１０

調 理 能 力 ６,０００食／日 ２,０００食／日

給食実施

人 員

小学校 ８校 ２,０７９人 ６校 ６２５人

中学校 ４校 １,０７４人 ３校 ３３６人

調理員 ３１人 ９人

計 １２校 ３,１８４人 ９校 ９７０人

36



学校園保健

１．学校園保健の充実

学校教育・保育の円滑な実施とその成果を確保するためには、幼児・児童・生徒が心身と

もに健康でなければならない。そのため本市では、学校保健安全法に基づく定期健康診断を

実施して、疾病異常の早期発見、早期治療に努めるとともに、長期疾病（心臓病・腎臓病・

脊柱側弯）の管理体制の整備にも努めている。今後は、さらに医療、保健機関及び家庭との

協力体制を密にして、幼児・児童・生徒がより健康な学校生活を送れるよう保健管理の強化

を図っている。

また、教職員には、結核検診、定期健康診断を実施し、健康管理に努めるとともに、養護

教諭等のＢ型肝炎感染予防にも配慮している。

２．学校園医、学校園歯科医、学校園薬剤師の配置基準及び委嘱数

〔平成 30 年 5 月 1 日現在〕

※複数校のかけ持ち有り。（ ）は実人員

科 別

学校別
学校・園医 学校・園歯科医 学校・園薬剤師

委嘱医師

人 数

保・認 １０人 １０人

幼 ６人 ６人 ６人

小 １４人 １４人 １４人

中 ７人 ７人 ７人

高 ２人 ２人 ２人

計
３９人

（２０人）

３９人

（２６人）

２９人

（９人）

37



特 別 保 育

保護者の就労形態の多様化による多様な保育ニーズの高まりに対応するため、また、子育て

世帯の負担軽減を図るために、各種の特別保育を実施している。

１．延長保育

保護者の就労形態の多様化、長時間の通勤等に伴い、保育時間の延長に対する需要に対

応するため、通常の保育時間を超えた延長保育を実施している。

《区分１》

《区分２》

※児童一人当たりの一か月あたりの負担金額は、区分１及び区分２の負担金額を合計した

金額（上限 3,500円）

項 目 内 容

実施園

・大崎保育園

・玉原認定こども園

・サンマリン認定こども園

・築港ちどり保育園

・槌ヶ原ちどり保育園

対象者
実施園に在籍する者（保育標準時間認定又は保育短時間認定を

受けている者全員）

実施日
月曜日から金曜日まで

ただし、祝日及び年末年始（12/29～1/3）を除く。

対象時刻 午後 6時から午後 7時まで

負担金 18:00～18:29…150 円 18:30～19:00…150 円

項 目 内 容

実施園 市内保育園及び認定こども園 全園

対象者 実施園に在籍する者のうち、保育短時間認定を受けている者

対象時刻
午前 7時から午前 8時 29分まで

午後 4時 30分から午後 6時まで

負担金
7:00～ 8:29 まで 30 分ごとに 100 円

16:30～18:00 まで 30 分ごとに 100 円
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２．一時預かり事業（一時保育）

保護者の傷病・入院、災害・事故、育児等に伴う心理的・肉体的負担の解消等により、

緊急・一時的に保育が必要となる児童に対し、一時預かり事業（一時保育）を実施してい

る。

（１）保育所・認定こども園長時間部

（２）認定こども園・短時間部

（３）幼稚園

項 目 内 容

実施園

・玉原認定こども園

・サンマリン認定こども園

・築港ちどり保育園

・槌ヶ原ちどり保育園

対象児童

市内に住所を有する者で、特定教育・保育施設（幼稚園、保育

所及び認定こども園）又は地域型保育事業を利用していない小

学校就学前の児童

保育日時 月曜日～土曜日 8:30～17:00 までの必要な時間

利用制限 １人当たり月 13 日まで

負担金 １日 1,800 円（減免あり）

項 目 内 容

実施園

・玉認定こども園

・玉原認定こども園

・八浜認定こども園

・サンマリン認定こども園

対象児童 実施園の園児（短時間部利用児童に限る。）

保育時間 月曜日～金曜日 13:30～16:30

利用制限 月５日

負担金 １日 500 円

項 目 内 容

実施園 6園全園（田井・宇野・和田・日比・荘内・荘内南）

対象児童 実施園の園児

保育時間 月曜日～金曜日 教育時間終了後～概ね 16:30 まで

利用制限 月５日

負担金 １日 500 円
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３．休日保育（市独自事業）

就労形態の多様化に伴い、日曜・祝日等の保護者の就労により児童が保育に欠ける状況

に対応するため、また、保護者の子育てと就労の両立支援及び児童の健全育成への寄与を

目的とし、休日保育（市独自事業）を実施している。

病児保育

保護者が就労している場合等により、子どもが病気の際に自宅での保育が困難な場合で、病

気の回復期又は回復期には至らないが当面症状の急変が認められず入院治療の必要のない子ど

もを、一時的に預かる事業（病児保育事業）を実施している。

＜県内広域相互利用の開始＞

病児保育に係る広域相互利用協定の締結（平成 29年 3月 30日締結）により、次ページ

の施設利用が可能になった。（負担金(利用料)は、利用施設が定める金額を、利用施設に支

払う）

項目 内容

実施園 ・築港ちどり保育園

実施日

日曜日及び国民の祝日に関する法律第３条に規定する休日のう

ち園が指定する日（月に 2回）

※年末年始（12 月 29 日から１月３日まで）を除く。

保育時間 7:30～18:00

負担金
３歳未満児：1日 2,200 円

３歳以上児：1日 1,800 円

項 目 内 容

実施場所（委託） 総合病院 玉野市立玉野市民病院

利用時間 7:30～17:30

利用日数 原則最大７日

利用定員 ３名

負担金※ 日額 2,500 円（保護世帯又は非課税世帯に対する減免制度あり）
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地域子育て支援センター

核家族化の進行、出生率の低下等に対応して、地域全体で子育てを支援する基盤の形成を図

ることを目的に、「地域子育て支援センター」を設置し、子育て家庭等に対する育児不安等につ

いての相談指導、子育てサークル等への支援及び地域の保育需要に応じた特別保育事業等を実

施している。

施設 実施医療機関 所在地

病児保育ルームドレミ 表町ファミリークリニック 岡山市北区表町三丁目 10 番 71 号

うらら病児保育園 黒田医院 岡山市北区神田町二丁目 8番 32 号

チャイルド･ケア ハーモニィ 撫川クリニック 岡山市北区撫川 1470 番地

病児保育室みらい 籔内小児科医院 岡山市中区中井一丁目 5番 2 号

山陽ちびっこ療育園 青木内科小児科医院 岡山市南区大福 281 番地 5

ピオーネ病児保育室 山本医院 岡山市南区泉田 418 番地 25

病児保育所はしま 羽島こども診療所 倉敷市羽島 199 番地 1

ももっ子病児保育ルーム 田嶋内科 倉敷市児島柳田町 862 番地

玉島病院病児保育室 玉島病院 倉敷市玉島乙島 4030 番地

あさき病児保育室 あさき小児科 倉敷市水島南幸町 1番地 9

笠岡第一病院病児保育室 笠岡第一病院 笠岡市横島 1945 番地

病児保育室「ほっとチュッピー」 三宅内科小児科医院 総社市井手 919 番地

伊部保育園 伊部保育園 備前市伊部 380番地
山陽ちびっこ療育園・牛窓 あいの光医院・牛窓 瀬戸内市牛窓町牛窓 3121 番地 1

項 目 内 容

実施場所

・玉原地域子育て支援センター （玉原認定こども園内）

・築港地域子育て支援センター （築港ちどり保育園内）

・槌ケ原地域子育て支援センター（槌ケ原ちどり保育園内）

・玉野市児童館

開所日時
月曜日～土曜日 8:30～17:00

※玉野市児童館は火曜日～日曜日 9:00～17:00

実施事業内容

・子育て親子の交流の場の提供と交流の促進

・子育て等に関する相談、援助の実施

・地域の子育て関連情報の提供

・子育て及び子育て支援に関する講習等の実施（月１回以上）

利用定員 なし

負担金 なし
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学校園施設
（１）保育園・認定こども園 ［平成３０年５月１日現在］

（２）幼 稚 園

区 分

施設名

敷地面積

（㎡）

建物延面積

（㎡）

運動場面積

（㎡）
建設年月 構 造 備 考

田井保育園 1,693 614 1,033 Ｓ45. 6 鉄骨平屋

宇野保育園 1,585 374 1,201 Ｓ41. 2 木造平屋

玉認定こども園 1,976 432 488 Ｓ35. 2 木造平屋

玉原認定こども園 5,394 980 4,404 Ｓ47. 3

Ｓ54. 3

Ｓ48. 4

ＲＣ平屋 ① 666㎡

② 287㎡

③ 80㎡

和田保育園 2,664 661 1,993 Ｓ63. 3 ＲＣ平屋

渋川保育園 2,806 822 1,984 Ｓ57. 2 ＲＣ２階

大崎保育園 3,322 590 2,446 Ｓ49. 3 ＲＣ平屋

八浜認定こども園 3,382 590 2,792 Ｓ54. 2 ＲＣ平屋

サンマリン認定こども園 5,084 1,267 1,835 Ｈ16. 3 ＲＣ平屋

鉾立保育園 1,985 396 1,314 Ｓ42. 9 木造平屋

区 分

施設名
敷地面積

（㎡）

建物延面積

（㎡）

運動場面積

（㎡）
建設年月 構 造 備 考

田井幼稚園 1,808 817 835 Ｓ48. 2 ＲＣ２階 ① 798㎡

宇野幼稚園 1,703 800 699 S46.3～S50.8

Ｓ46. 3

〃

〃

Ｓ54.12

ＲＣ２階

ＲＣ平屋

〃

〃

鉄骨平屋

① 262㎡
H24耐震補強

② 245㎡

③ 171㎡

④ 22㎡

⑤ 94㎡

和田幼稚園 3,910 761 2,040 Ｓ15. 2
（S55.3園舎改造）

木造平屋 ⑤ 755㎡

日比幼稚園 3,765 858 1,357 Ｓ42.3～Ｓ47.3

Ｓ51. 2

ＰＣ平屋

ＲＣ 〃

① 671㎡

④ 146㎡

荘内幼稚園 4,704 683 2,212 Ｓ44.2～Ｈ12.3

Ｓ44. 2

Ｈ12. 3

ＰＣ平屋

〃

鉄骨平屋

① 153㎡

② 442㎡

⑥ 88㎡

荘内南幼稚園 2,376 575 1,386 Ｓ55. 3 ＲＣ２階 ① 569㎡
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（３）小 学 校

田
井
小

校 舎 10,399 4,508 4,427 Ｓ49. 3

Ｓ52.12

Ｈ23. 8

Ｈ25. 7

ＲＣ２階

ＲＣ３階

ＲＣ３階

ＲＣ３階

⑦ 538㎡
H27耐震補強

⑰ 381㎡
H27耐震補強

⑱ 1,713㎡
H23改築

⑳ 1,876㎡
H25改築

体 育 館 520 － Ｓ50. 2 鉄骨 ⑨ 520㎡
H19耐震補強

プ ー ル 345 － Ｓ50. 7 ＲＣ 25ｍ5コース

築

港

小

校 舎 14,693 3,580 5,730 Ｈ 7. 3

〃

〃

ＲＣ３階

〃

〃

⑯ 1,380㎡

⑰ 1,425㎡

⑱ 713㎡

体 育 館 515 － Ｓ45. 2 鉄骨 ⑨ 475㎡
H19耐震補強

プ ー ル 345 － Ｓ49. 8 ＲＣ 25ｍ5コース

宇

野

小

校 舎 11,300 3,808 5,494 Ｓ58. 3

S59.2～S60.3

ＲＣ４階

〃

⑱ 1,568㎡

㉑ 2,095㎡

体 育 館 481 － Ｓ41.12 鉄骨 ⑩ 481㎡
H19耐震補強

プ ー ル 349 － Ｓ46. 7 ＲＣ 25ｍ5コース

玉

小

校 舎 12,753 2,969 6,201 Ｈ23.10

Ｈ23.10

Ｈ24.12

ＲＣ２階

ＲＣ２階

ＲＣ２階

⑪ 1,061㎡

⑫ 560㎡
H23改築

⑮ 1,304㎡
H24改築

体 育 館 540 － Ｓ48. 2 鉄骨 ⑥ 540㎡
H21耐震補強

プ ー ル 345 － Ｓ48. 7 ＲＣ 25ｍ5コース

玉

原

小

校 舎 28,782 4,276 9,194 Ｓ51. 3

Ｓ52. 2

S51.3～S52.2

Ｓ52. 2

ＲＣ３階

〃

ＲＣ２階

ＲＣ３階

① 1,329㎡
H27耐震補強

⑩ 1,253㎡
H27耐震補強

⑯ 403㎡
H27耐震補強

⑱ 1,196㎡
H28耐震補強

体 育 館 729 － Ｓ54. 2 鉄骨 ⑫ 729㎡
H22耐震補強

プ ー ル 367 － Ｓ54. 7 ＲＣ 25ｍ5コース

日
比
小

校 舎 19,134 3,126 7,166 Ｓ47. 3

Ｓ57. 3

Ｈ25.12

ＲＣ３階

ＲＣ２階

〃

⑧ 1,439㎡
H26耐震補強

⑭ 466㎡

⑰ 1,195㎡
H25改築

体 育 館 540 － Ｓ49. 3 鉄骨 ⑨ 540㎡
H21耐震補強

プ ー ル 367 － Ｓ49. 7 ＲＣ 25ｍ5コース

区 分

施設名

敷地面積

（㎡）

建物延面積

（㎡）

運動場面積

（㎡）
建設年月 構 造 備 考
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区 分

施設名

敷地面積

（㎡）

建物延面積

（㎡）

運動場面積

（㎡）
建設年月 構 造 備 考

第
二
日
比
小

校 舎 16,723 4,367 10,108 S54.3～S55.3

Ｓ56. 3

ＲＣ３階

〃

⑰ 2,268㎡
H27耐震補強

⑲ 2,044㎡
H27耐震補強

体 育 館 726 － Ｓ59. 2 鉄骨 ㉑ 726㎡

プ ー ル 367 － Ｓ45. 8 ＲＣ 25ｍ5コース

山

田

小

校 舎 8,756 2,539 4,915 Ｈ 6. 3

〃

ＲＣ３階

〃

⑱ 1,409㎡

⑲ 1,118㎡

体 育 館 727 － Ｈ 6. 3 鉄骨 ⑳ 727㎡

プ ー ル 345 － Ｓ52. 7 ＲＣ 25ｍ5コース

後

閑

小

校 舎 12,337 2,271 5,468 Ｓ49.3～Ｓ50.3

Ｓ50.3～Ｓ55.3

Ｈ16. 2

ＲＣ２階

〃

〃

⑥ 527㎡

⑭ 787㎡
H27耐震補強

⑬ 887㎡

体 育 館 440 － Ｓ56. 3 鉄骨 ⑧ 440㎡
H22耐震補強

プ ー ル 225 － Ｓ58. 7 ＲＣ 25ｍ4コース

荘

内

小

校 舎 24,523 5,101 14,343 Ｓ42.3～Ｈ26.2

Ｓ44.3～Ｓ50.3

Ｓ45. 3

Ｓ54. 3

ＲＣ３階

〃

ＲＣ２階

ＲＣ３階

① 1,761㎡
H25耐震補強

② 1,431㎡
H25耐震補強

③ 508㎡
H26耐震補強

⑪ 1,078㎡
H26耐震補強

体 育 館 542 － Ｓ49. 3 鉄骨 ⑦ 542㎡
H21耐震補強

プ ー ル 375 － Ｓ40. 3 ＲＣ 25ｍ7コース

八

浜

小

校 舎 12,654 3,488 6,089 Ｓ40.3～Ｓ41.3

Ｓ56. 3

Ｈ10. 8

Ｈ10. 8

Ｈ16.10

ＲＣ３階

〃

〃

鉄骨３階

ＲＣ平屋

② 1,272㎡
H25耐震補強

⑨ 658㎡
H26耐震補強

⑯ 1,527㎡

⑮ 18㎡

⑳ 20㎡

体 育 館 493 － Ｓ46. 2 鉄骨 ⑦ 443㎡
H20耐震補強

プ ー ル 350 － Ｈ22．1 ＲＣ 25ｍ5コース
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（４）中 学 校

区 分

施設名

敷地面積

（㎡）

建物延面積

（㎡）

運動場面積

（㎡）
建設年月 構 造 備 考

大

崎

小

校 舎 16,529 2,897 7,475 Ｓ43. 1

Ｓ47.3～Ｓ54.2

Ｓ57. 2

Ｈ11. 7

Ｈ13. 3

鉄骨平屋

ＲＣ平屋

ＲＣ２階

〃

〃

② 166㎡

⑤ 450㎡

⑬ 832㎡

⑰ 606㎡

⑱ 800㎡

体 育 館 520 － Ｓ51. 2 鉄骨 ⑦ 520㎡
(補強不要)

プ ー ル 345 － Ｓ53. 7 ＲＣ 25ｍ5コース

鉾

立

小

校 舎 11,253 2,474 7,346 Ｓ 8. 2

Ｈ 8. 2

木造平屋

ＲＣ２階

① 1,156㎡

⑱ 1,224㎡

体 育 館 521 － Ｓ54. 2 鉄骨 ⑫ 521㎡
H22耐震補強

プ ー ル 355 － Ｓ63. 7 ＲＣ 25ｍ5コース

胸

上

小

校 舎 12,422 2,777 8,368 Ｓ57.3～Ｓ58.3

Ｓ58.3～Ｓ59.2

ＲＣ３階

〃

⑮ 1,672㎡

⑯ 1,063㎡

体 育 館 776 － Ｈ 7. 2 鉄骨 ㉒ 776㎡

プ ー ル 330 － Ｓ62. 7 ＲＣ 25ｍ5コース

区 分

施設名

敷地面積

（㎡）

建物延面積

（㎡）

運動場面積

（㎡）
建設年月 構 造 備 考

宇

野

中

校 舎 18,254 6,476 7,285 Ｈ2.3～Ｈ5.3

Ｈ3.3～Ｈ4.3

Ｈ4.3～Ｈ5.3

Ｈ 5. 3

ＲＣ３階

〃

〃

〃

⑳ 2,078㎡

㉑ 1,169㎡

㉒ 2,286㎡

㉚ 881㎡

体 育 館 1,922 Ｈ17. 7 ＲＣ一部鉄骨２階 ㉛ 1,922㎡
（内）武道場405㎡

玉

中

校 舎 18,138 3,921 9,423 Ｓ51.4～Ｓ53.3

Ｓ61.1～Ｓ62.2

ＲＣ４階

ＲＣ３階

⑮ 2,832㎡
H27耐震補強

㉑ 1,022㎡

体 育 館 1,766 Ｈ12. 8 ＲＣ一部鉄骨２階 ㉒ 1,766㎡
（内）武道場391㎡

日

比

中

校 舎 40,840 5,788 14,900 Ｈ3.3～Ｈ4.3

Ｈ4.3～Ｈ5.3

ＲＣ３階

〃

⑮ 2,607㎡

⑯ 3,116㎡

体 育 館 1,343 Ｈ 6. 3 鉄骨 ⑱ 1,343㎡

山

田

中

校 舎 14,351 1,978 8,989 Ｓ41. 7

Ｓ55. 3

Ｓ56. 3

木造平屋

ＲＣ３階

〃

⑤ 106㎡

⑪ 1,040㎡
H27耐震補強

⑫ 816㎡

体 育 館 792 Ｓ52. 2 鉄骨 ⑦ 792㎡
H21耐震補強

45



（５）高等学校等

区 分

施設名

敷地面積

（㎡）

建物延面積

（㎡）

運動場面積

（㎡）
建設年月 構 造 備 考

荘

内

中

校 舎 22,588 4,197 12,214 Ｓ57. 3

Ｓ58. 3

〃

ＲＣ４階

〃

ＲＣ平屋

⑱ 1,892㎡

㉔ 1,920㎡

㉓ 327㎡

体 育 館 850 Ｓ59. 2 鉄骨 ㉖ 828㎡

八

浜

中

校 舎 19,345 2,256 11,616 Ｓ38. 3

Ｓ49. 3

Ｓ50. 3

Ｓ59. 2

Ｈ29. 3

木造平屋

ＲＣ２階

〃

〃

木造平屋

③ 166㎡

⑨ 577㎡
H28耐震補強

⑫ 835㎡

⑮ 496㎡

⑰ 269㎡
H28改築

体 育 館 866 Ｓ47. 3 鉄骨 ⑧ 866㎡
H8全面改修
H20耐震補強

東

児

中

校 舎 16,906 2,818 9,405 Ｓ32. 3

Ｓ36.10

Ｓ61.3～Ｓ63.3

木造平屋

〃

ＲＣ４階

⑤ 231㎡

⑦ 183㎡

⑯ 2,425㎡

体 育 館 829 Ｓ46. 3 鉄骨 ⑩ 799㎡
H19耐震補強

区 分

施設名

敷地面積

（㎡）

建物延面積

（㎡）

運動場面積

（㎡）
建設年月 構 造 備 考

玉
野
商
工
高
校

校 舎 43,530 7,420 14,001 Ｓ58.2～Ｓ59.12

Ｈ10. 9

Ｈ27.3～Ｈ28.2

Ｈ27. 5

ＲＣ３階

ＲＣ５階

鉄骨２階

鉄骨４階

⑯ 681㎡

⑱ 4,489㎡

㉔ 377㎡
H28改築

㉕ 2,223㎡
H27改築

体 育 館 1,408 Ｓ52. 9

Ｓ41.12

鉄骨

鉄骨２階

⑮ 1,073㎡
H25耐震補強

⑥ 327㎡
H28耐震補強

玉
野
備
南
高
校

校 舎 21,581 2,941 6,348 Ｈ 8. 7

〃

〃

ＲＣ３階

〃

鉄骨平屋

⑬ 1,999㎡

⑭ 477㎡

⑮ 465㎡

体 育 館 878 Ｈ 6. 3

(Ｓ43. 2)

鉄骨 ⑪ 878㎡

日比中から移管
H25耐震補強
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生涯学習・社会教育の推進

◎生涯学習の推進

生涯学習社会の形成に向けて、市民の多様な学習活動を支援し、学習環境の整備・充実を図

る。

１．生涯学習推進体制の整備・充実

（１）「生涯学習たまの」の実現をめざして

「みんなで築くたまのプラン（玉野市総合計画）」及び「玉野市生涯学習基本計画

（第２次）」に基づき、生涯学習活動の効果的な推進を図る。

（２）学習情報の提供、学習相談の充実

生涯学習に関する資料や情報を収集・整理し、講座ガイドや市のホームページを通じ

て学習情報の提供を図るとともに、生涯学習に関する相談機能の整備に努める。

２．学習機会の充実

（１）市民の学習ニーズに適切に対応するため、生涯学習センターや公民館等における講座

の内容充実を図る。

（２）職員や市民ボランティア講師が地域に出向き、市民の自主的な学習活動を支援するこ

とができるよう、まちづくり出前講座の充実を図る。

◎社会教育活動の充実

市民が多様な学習活動に取り組める環境を整備する。また、社会教育関係団体の育成・指導

を図る。

１．玉野市子ども総合プラン

（１）たまのっ子育成支援委員会

放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）と連携し、放課後等に子どもが安心し

て活動できる場の確保を図るとともに、次世代を担う児童の健全育成を図るため、学校

支援ボランティア活動・家庭教育等を支援する。

（２）地域子ども楽級

① コーディネーターを配置し、学校との連携も含め総合的な推進を図る。

② 地域の大人の参画を得て、子どもたちに、様々な体験・交流・学習活動「おさらい会」

の機会を提供することにより、子どもたちの社会性、自主性、創造性等の豊かな人間

性の涵養を図る。

③ 県主催の合同研修会、コーディネーター等研修会に積極的に参加し、関係者の情報共

有資質向上を推進する。

（３）放課後児童クラブ管理運営事業

就労等により保護者が昼間家庭にいない児童を対象として、放課後及び休暇期間に適

切な遊びや生活の場を確保し、児童の健全な育成を図る。
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２．子育て支援・家庭教育

（１）地域学校協働本部事業

学校の求めに応じて、地域のボランティアが行う必要な支援活動を通じて、学校・家

庭・地域が一体となって地域ぐるみで子育てをする協働体制の構築を図る。

（２）家庭教育支援事業

「親学」啓発パンフレット等を活用した子育てに関する情報を提供し、家庭教育の支

援体制を強化する。

また、全小・中学校及び希望する保育園・認定こども園・幼稚園で家庭教育の講座

「子育て親育ち講座」を実施する。

３．青少年教育

（１）成人式開催事業

新成人の門出を祝い、社会人としての自覚を促す。

４．人権教育の推進

（１）人権教育推進委員会の開催

市の全体的な人権教育の推進を図るための企画、調整を行う。

（２）人権教育課題別研修講座

様々な人権問題に関する講座を開設し、広く市民に学習機会を提供する。

（３）ＰＴＡ人権教育研修会

保護者を対象に人権教育について学習する機会を設け、人権意識の高揚を図る。

（４）就学前人権教育推進事業

幼児の人権尊重の精神の芽生えを育む保育の実現をめざす研修会を実施する。

（５）学校教育における人権教育の推進

人権に関する知識理解の深化や豊かな人権感覚の育成を目指した人権教育推進を図る。

人権に関する内容の研修会や各校での取り組みを充実させ、人権に関する知識理解の深

化や豊かな人権感覚の育成を目指した人権教育の推進を図る。

５．社会教育関係団体の育成

ＰＴＡ、婦人会、子ども会、幼児クラブ、母親クラブ、文化団体等の育成に努め、主体

的な団体活動の支援の充実を図る。
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楽級名 小学校区 児童数 登録児童数
登録児童数
の割合(%)

年間実施
予定回数

1 たい 田井小学校 343 69 20% 154

2 ちっこう 築港小学校 91 47 52% 39

3 うの 宇野小学校 185 37 20% 28

4 たま 玉小学校 97 31 32% 94

5 たまはら 玉原小学校 172 23 13% 104

6 わだ 日比小学校 137 26 19% 93

7 ひび 第二日比小学校 143 38 27% 109

8 やまだ 山田小学校 78 15 19% 93

9 ごかん 後閑小学校 38 10 26% 92

10 しょうない 荘内小学校 708 134 19% 93

11 はちはま 八浜小学校 163 26 16% 92

12 おおさき 大崎小学校 88 24 27% 93

13 ほこたて 鉾立小学校 80 19 24% 99

14 むねあげ 胸上小学校 82 23 28% 108

2,405 522 22% 1,291 

平成３０年度玉野市地域子ども楽級（子ども楽級）登録者数・年間実施回数

平成３０年６月１日現在

合計

49



楽級名 小学校区 ３年生児童数 登録児童数
登録児童数
の割合(%)

年間実施
予定回数

1 たい 田井小学校 48 25 52% 13

2 ちっこう 築港小学校 8 6 75% 12

3 うの 宇野小学校 33 16 48% 11

4 たま 玉小学校 19 6 32% 9

5 たまはら 玉原小学校 32 8 25% 11

6 わだ 日比小学校 23 22 96% 18

7 ひび 第二日比小学校 20 5 25% 11

8 やまだ 山田小学校 13 12 92% 10

9 ごかん 後閑小学校 10 10 100% 12

10 しょうない 荘内小学校 119 42 35% 9

11 はちはま 八浜小学校 22 12 55% 15

12 おおさき 大崎小学校 20 6 30% 22

13 ほこたて 鉾立小学校 18 14 78% 11

14 むねあげ 胸上小学校 12 9 75% 16

397 193 49% 180

平成３０年度玉野市地域子ども楽級（おさらい会）登録者数・年間実施回数

平成３０年６月１日現在

合計
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防　　災 155 (46.1%) 186 (53.4%) 175 (44.6%)

福　　祉 3 (0.9%) 2 (0.6%) 2 (0.5%)

環　　境 15 (4.5%) 24 (6.9%) 8 (2.0%)

教　　養 12 (3.6%) 16 (4.6%) 16 (4.1%)

健　　康 10 (3.0%) 10 (2.9%) 10 (2.6%)

医　　療 7 (2.1%) 4 (1.1%) 5 (1.3%)

産業・観光 11 (3.3%) 2 (0.6%) 6 (1.5%)

まちづくり 0 (0.0%) 2 (0.6%) 0 (0.0%)

安全安心 44 (13.1%) 62 (17.8%) 62 (15.8%)

男女共同 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

教　　育 30 (8.9%) 18 (5.2%) 16 (4.1%)

消　　費 2 (0.6%) 2 (0.6%) 0 (0.0%)

娯　　楽 5 (1.5%) 4 (1.1%) 2 (0.5%)

公共交通 4 (1.2%) 1 (0.3%) 1 (0.3%)

民間講師 22 (6.5%) 7 (2.0%) 86 (21.9%)

特　　別 16 (4.8%) 8 (2.3%) 3 (0.8%)

計 336 (100.0%) 348 (100.0%) 392 (100.0%)

生涯学習まちづくり出前講座実施状況

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

実施件数（％） 実施件数（％） 実施件数（％）
分 　野
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芸術文化の普及と振興

１．玉野市芸術・文化振興助成事業

玉野市芸術・文化振興助成事業を実施し、市内の文化・芸能団体に助成を行っている。

☆平成３０年度 助成団体

２．市民コンサート事業

市内のアマチュア演奏家の資質向上を図るため、コンサートを開催し、市内のコーラス、吹

奏楽のグループを一堂に会したフェスティバルを実施している。

☆平成３０年度市民コンサート事業計画

３．トップアーティスト招へい事業

本市の芸術文化を担う人材の育成ならびに本市芸術文化の振興を目的に、国内、外で活躍す

るアーティストを招へいし、広く子ども等に優れた文化に接する機会を提供する事業を実施す

る団体または市内の小・中学校に対して補助金を交付する。

☆平成３０年度 補助団体

４．文化協会

２４部門、１０１団体で構成

日本画、陶芸、邦楽、短歌、茶道、ペン字、管弦楽、俳句、書道、川柳、洋画、

華道、日本舞踊、写真、詩吟、民踊、山野草、表装文化、玉野太鼓、

ビデオ、盆栽クラブ、合唱、ギター・マンドリン、吹奏楽

団 体 名 代 表 者 助 成 内 容

歌見自治会 柿本 健治 秋祭り用のぼり旗購入代

八浜壇尻奴保存会 会長 小倉 弘 だんじり横幕購入代

料金 開催予定日 事 業 内 容 開 催 場 所

無料
10月28日(日) 玉野合唱祭 荘内市民センター多目的ホール

12月 調整中 玉野吹奏楽フェスティバル 玉野市市民会館 ホール

有料 調整中 ピアノ・リサイタル 中央公民館 多目的室大

団 体 名 代 表 者 事 業 内 容

東児中学校 校長 木村 啓司
「芸術鑑賞教室」

コンサート、三線演奏体験

山田中学校 校長 佐藤 秀則

「西川悟平 ピアノコンサート」
ピアノ演奏、トークショー、
公開ピアノレッスン

玉野みなと芸術

フェスタ実行委員会

実行委員長

斉藤 章夫

「オカリーナの可能性」
オカリーナ奏者 大沢 聡 氏 の演奏

オカリーナ演奏体験
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文化財の保護･保存と活用

１．文化財保護・整備事業

貴重な文化遺産を重要文化財等へ指定したり、国の制度に登録申請したりするなど、適切な

保護・保存に努めます。また、郷土資料展示コーナーの企画展示や玉野の歴史、文化に関する

学習会等の実施、文化財に関する情報提供を行うなど、文化財保護意識の高揚及び地域文化の

継承発展に努めます。

和鏡

（平成43年 1月 11日市指定）

波知の獅子舞

（昭和57年 3月 18日市指定）

八浜のだんじり

（平成30年 3月 6日県指定）

木造 阿弥陀如来立像

（平成30年 2月 27日市指定）
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指定文化財

種 類 名 称 種別 員数 所有者または管理者 所 在 地 指定年月日

重文(県) 高 心 の 墓 建 １ 後 閑 区 有 後閑西湖寺跡 Ｓ34. 3.27

〃 不動明王二童子画像 絵 １ 蓮 華 庵 田 井 35. 4.26

〃 脇 差 銘 盛 光 工 １ 個 人 蔵 田 井 35. 8.23

〃 脇 差 銘 康 光 工 １ 個 人 蔵 田 井 38. 3.30

〃 木 造 冥 界 群 像 彫 ２０ 正 蔵 院 滝 Ｈ10. 3.24

〃 秀 天 橋 建 １ 玉 野 市 槌 ケ 原 20. 3. 7

重民(県) 八 浜 の だ ん じ り 有民 ２ 八浜壇尻奴保存会 八 浜 町 八 浜 Ｈ30. 3. 6

重文(市) 不 動 明 王 立 像 彫 １ 金 剛 寺 八 浜 町 八 浜 Ｓ33. 1. 9

〃 金 剛 寺 文 書 古 ３ 金 剛 寺 八 浜 町 八 浜 〃

〃 八 浜 八 幡 宮 棟 札 古 ２ 八 浜 八 幡 宮 八 浜 町 八 浜 〃

〃 薬 師 如 来 坐 像 彫 １ 正 蔵 院 滝 〃

〃 平 形 銅 剣 考 １ 個 人 蔵 滝 〃

〃 出 崎 の 和 鏡 考 １ 玉野市教育委員会 宇 野 〃

〃 十一面観音菩薩立像 彫 １ 観 音 院 日 比 34. 5. 7

〃 聖 観 音 菩 薩 立 像 彫 １ 無 動 院 山 田 〃

〃 道 清 夫 婦 の 墓 建 １ 長谷井道清子孫一同 八 浜 町 大 崎 36. 3.27

〃 太 刀 千 手 院 工 １ 個 人 蔵 築 港 37. 4.13

〃 短 刀 貞 次 工 １ 個 人 蔵 和 田 〃

〃 脇 差 国 広 工 １ 個 人 蔵 和 田 〃

〃 聖 観 音 菩 薩 立 像 彫 １ 蓮 光 院 八 浜 町 八 浜 41. 6. 9

〃 阿 弥 陀 如 来 坐 像 彫 １ 金 剛 寺 八 浜 町 八 浜 〃

〃 菅 井 の 和 鏡 考 ２ 玉野市教育委員会 宇 野 43. 1.11

〃 備州長船康光大小刀 工 ２ 個 人 蔵 和 田 44. 3.22

〃 備 州 長 船 師 光 工 １ 個 人 蔵 玉 〃

〃 快 神 社 本 殿 建 １ 八 浜 八 幡 宮 八 浜 町 八 浜 49.12.26

〃 地 蔵 菩 薩 立 像 彫 １ 中 蔵 院 北 方 〃

〃 阿 弥 陀 如 来 立 像 彫 １ 明 王 院 番 田 〃

〃 聖 観 音 菩 薩 立 像 彫 １ 龍 乗 院 東 田 井 地 〃

〃 不 動 明 王 立 像 彫 １ 常 楽 院 梶 岡 〃

〃 地 蔵 菩 薩 立 像 彫 １ 三 宝 院 胸 上 〃
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（凡例）〔重文(県)〕重要文化財(県) 〔重文(市)〕重要文化財(市)

〔重民(県)〕重要民俗文化財(県) 〔重民(市)〕重要民俗文化財(市)

〔国登録〕登録有形文化財

(建)建造物 (絵)絵画 (彫)彫刻 (工)工芸品 (古 )古文書 (考)考古資料

(歴)歴史資料 (史)史跡・名勝・天然記念物

(有民)有形民俗文化財 (無民)無形民俗文化財

種 類 名 称 種別 員数 所有者または管理者 所 在 地 指定年月日

重文(市) 大 師 画 像 絵 １ 三 宝 院 胸 上 Ｓ49.12.26

〃 友 林 堂 建 １ 個 人 蔵 宇 藤 木 52. 1.14

〃 山 下 家 の 墓 建 １ 個 人 蔵 八 浜 町 八 浜 57. 3.18

〃 懸 仏 基 板 歴 １ 早 瀧 比 咩 神 社 滝 Ｈ26. 3.25

〃 木造阿弥陀如来立像 彫 １ 三 宝 院 胸 上 30. 2.27

史跡(市) 孫 座 古 墳 史 個 人 蔵 田 井 Ｓ36. 3.27

〃 戸川幽林、日賢・日教の墓 史 個 人 蔵 宇 藤 木 〃

〃 大崎八幡宮宮山一帯 史 個 人 蔵 八 浜 町 大 崎 33. 2.27

〃 常 山 城 跡 史 玉 野 市 宇 藤 木 39. 6.25

〃 石島の弥生式集団墓 史 玉 野 市 石 島 49.12.26

重民(市) 聴 聞 行 事 無民 東 児 結 衆 東 児 地 区 Ｓ49.12.26

〃 波 知 の 獅 子 舞 無民 一式 － 八 浜 町 波 知 57. 3.18

〃 玉 野 の 盆 お ど り 無民 一式 － 市 内 一 円 〃

〃 八 浜 の 秋 祭 り 無民 一式 八浜町並保存推進委員会 八 浜 町 八 浜 Ｈ21. 6. 1

国登録
龍乗院本堂・鐘楼門

石段・石垣
建 ３ 龍 乗 院 東 田 井 地 Ｈ19. 7.31

〃 旧専売局味野収納所山田出張所 建 ２ 玉 野 市 山 田 23.10.28

木造冥界群像

（平成 10 年 3 月 24 日市指定）

孫座古墳

（昭和 36 年 3 月 27 日市指定）
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スポーツの推進

１．生涯スポーツの推進

玉野スポーツネットワークＪＶ及び各市民センターと連携を図り、地域に密着し、そ

して地域のだれでもが気軽に参加できるスポーツ教室を開催するとともに、年齢や適性

に応じたスポーツ活動のプログラム内容の充実を図り、気軽に参加できる「総合スポー

ツクラブ」の育成に努める。また、スポーツ推進委員を中心としたファミリースポーツ

の講習や大会を通じ、ニュースポーツの普及に努めている。

２．競技スポーツの向上

体育協会を中心に選手層の拡充と育成を図り、競技スポーツの競技力向上のため、各

種競技団体の組織の充実を図るとともに指導者の育成に努めている。

３．スポーツ少年団活動の充実

少年少女の豊かな心とたくましい体を育てるため、地域社会・学校等と一体となって

取り組み、生涯スポーツの基礎づくりに努めている。また、研修会等の開催により指導

者の資質向上を図っている。

４．総合スポーツクラブの育成

スポーツ関係機関等と連携を図りながら、自主的・有機的に運営ができるよう組織化

を進め、スポーツの幅広い活動が可能な総合型地域スポーツクラブの育成・拡大に努め

ている。

５．スポーツ指導体制の充実

スポーツ推進委員の資質の向上を図るため、各種研修会への参加、ニュースポーツ講

習会等を開催している。

６．スポーツ推進・振興組織

玉 野 市 体 育 協 会

玉 野 市 ス ポ ー ツ 少 年 団

玉野市スポーツ推進委員連絡協議会

総 合 ス ポ ー ツ ク ラ ブ

玉野スポーツ
ネットワークＪＶ各市民センター

玉野市教育委員会

玉野市スポーツ振興財団
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① 玉野市体育協会

２８競技団体で構成

陸上競技、野球、バレーボール、ママさんバレーボール、卓球、ソフトテニス、

サッカー、柔道、剣道、弓道、バドミントン、山岳、セーリング、水泳、スキー

中体連、アーチェリー、空手道、少林寺挙法、ソフトボール、バスケットボール、

テニス、ゲートボール、太極拳、ミニパターゴルフ、合気道、ゴルフ、グラウンドゴルフ

② 玉野市スポーツ少年団

７競技（少林寺挙法、空手道、剣道、サッカー、ミニバスケットボール、野球、

バレーボール）、３３団体（指導者２４１名、団員４９０名）で構成

③ 玉野市スポーツ推進委員連絡協議会

スポーツ基本法第３２条に基づきスポーツ推進委員を２５名委嘱している。

④ 総合スポーツクラブ

教室会員（テニス・ナイターテニス・ジュニアソフトテニス・ナイターソフトテニ

ス、弓道・ジュニアバレーボール・バドミントン・レクダンス・ヒップ

ホップ等）

教室会員 ２,２３９名（大人：１,５０３名、子ども：７３６名）

７．トップアスリート招へい事業

広くジュニア層にスポーツの楽しさを啓発することにより中・長期的な視点において

各団体の選手育成の強化につなげ、競技力の維持・向上に努める各競技団体を主幹団体

とし、トップアスリートを招いて講演会、実技指導等を実施する事業に対し、基準の範

囲において補助金を交付する。

《平成２９年度実績》

① ＪＦＡこころのプロジェクト（サッカー）

「夢の教室」

（元ソフトボール日本女子代表 馬渕 智子氏）

（元Ｊリーガー 川股 要佑氏）

② 少年野球教室

（元プロ野球選手・阪神タイガース 八木 裕氏、久慈 照嘉氏）

③ 卓球教室

（元全日本シングルス優勝 岩崎 清信氏）

（元全日本ダブルス準優勝 矢島 淑雄氏）

参加者総計 ４２３ 人

補助金額計 １５０ 万円
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玉野スポーツネットワークＪＶ

◎ 概 要

玉野スポーツネットワークＪＶ（代表団体：株式会社 東京アスレティッククラブ）

は、玉野市スポーツ振興財団に替わり、平成３０年４月１日より、指定管理者として市

から委託を受けて体育施設(※)の管理運営を行っており、広く市民のスポーツに対する

理解と関心を深め、生涯にわたるスポーツ活動の実現と競技スポーツの振興を目的とし

た事業を推進している。

○所在地 玉野市玉２丁目３番１号（玉野市総合体育館内）

TEL：0863-32-3709 FAX：0863-32-3745

◎ 事業内容

(１)スポーツ振興事業

① スポーツ活動の機会・内容の充実を図るための事業

② 指導者の養成及び確保と資質向上のための事業

③ 情報・相談活動の充実を図るための事業

④ 任意スポーツ団体の育成助成及び事務局に関する事業

⑤ 体育施設の長期修繕計画作成に係る事業

⑥ その他、目的達成を図るための事業

(２)公共施設の管理・運営

① 玉野市総合体育館の管理運営

② 玉野市民総合運動公園の管理運営

(※)玉野市北体育館及び玉野市ヨット艇庫は、市が直接管理運営を行っている。
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公益財団法人 玉野市スポーツ振興財団

◎ 概 要

玉野市スポーツ振興財団は、平成３０年３月３１日まで指定管理者として体育施設の

管理運営を行ってきた。現在は、新たに指定管理者となった玉野スポーツネットワーク

ＪＶの行う事業に対して助言・指導などを行っている。

○所在地 玉野市宇野１丁目２７番１号（玉野市教育委員会社会教育課内）

TEL：0863-32-5577 FAX：0863-32-1329

◎ 事業内容

① スポーツ活動の機会・内容の充実を図るための事業への助言・指導

② 指導者の養成及び確保と資質向上のための事業への助言・指導

③ 情報・相談活動の充実を図るための事業への助言・指導

④ 任意スポーツ団体の育成助成及び事務局に関する事業への助言・指導

⑤ 体育施設の長期修繕計画作成に係る事業への助言・指導

⑥ その他、目的達成を図るための事業への助言・指導

◎ 平成 29年度に行われた主な事業

(１)大会・行事

健康ウォーク、体力テストにチャレンジ、一斉みんなでジャンプ大会、

深山ファミリー健康マラソン大会など

(２)スポーツ教室

①幼児・ジュニアコース・・・幼児フィットネス、新体操、バドミントン

ソウトテニス、バレエなど

②成人他コース・・・・・・・健美ヨガ、ゴルフ、ウォークポーターなど

(３)地域スポーツ活動支援事業

スポーツ貸出用具整備事業、スポーツ出前講座、スポーツ教室受託事業

(４)施設利用者へのサービス提供

トレーニングルームの充実・・レディースデー（毎週水曜日）

シルバー割引 （毎週金曜日）
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文化･スポーツの顕彰

文化、スポーツの分野で優秀な成績を修めたり、また長年にわたりその普及振興に尽した

個人及び団体を顕彰することにより、本市の文化、スポーツの充実、発展に資する。

《 顕彰の種類と内容 》

（文化の部）

（スポーツの部）

種 類 内 容

市民栄誉賞

○ 玉野市に住民登録がある者又は出身者で、人間国宝等国家的レベル、国

際的レベルで賞賛に値する実績を残した、玉野市民が誇りとすることが

できる個人。

功 労 賞

○ 玉野市に住民登録がある者又は出身者で、長年にわたり文化普及振興に

努力し、市の文化の振興発展に貢献のあった個人又は団体。ただし、文

化協会加盟者は協会表彰を受けている者に限る。

・長年（１０年以上）養成・指導に携わり成果を上げている者。

・全国大会規模の展覧会、コンクールで上位に入賞した個人又は団体。

栄 光 賞

○ 玉野市に住民登録がある者又は出身者で、国際的あるいは全国的規模の

展覧会、コンクール等において、特に優秀な成績を収めた個人又は団体。

・全国規模の展覧会、コンクール等で上位の賞に選ばれた者。

特別賞
・本市の文化水準の向上や振興発展に特に貢献のあった個人又は団体。

・市長が特に認めた個人又は団体。

種 類 内 容

市民栄誉賞

○ 玉野市に住民登録がある者又は出身者で、オリンピック大会、世界選手

権大会等の国際大会で上位入賞（１～３位）し、玉野市民が誇りとする

ことができる個人。

功 労 賞

○ 玉野市に住民登録がある者又は出身者で、長年にわたりスポーツ普及振

興に努力し、本市のスポーツの振興発展に貢献のあった個人又は団体。

ただし体育協会加盟者は協会功労賞を受けている者に限る。

・国体等の全国大会で、玉野市を活動の拠点としている個人又は団体を優

勝に導いた指導者。

栄 光 賞

○ 玉野市に住民登録がある者又は出身者で、国際的あるいは全国的規模の

競技等において、特に優秀な成績を収めた個人又は団体。

・国体等の全国大会で３位以内に入賞した者。

特別賞

・本市のスポーツ水準の向上や振興発展に特に貢献のあった個人又は団体。

・オリンピック大会、世界選手権大会等国際大会に日本代表として出場し

た者。

・市長が特に認めた個人又は団体。

60



生涯学習センター（ミネルバ）

◎ 概 要

玉野市生涯学習センター（ミネルバ）は、玉野市立玉野備南高等学校との複合施設であり、市

民の生涯学習推進のため、各種講座やイベント等を実施するなど生涯学習の場を提供している。

施設の１階には、学習等を目的に市民が自由に使用することができる国際交流センターを配し、

その一部に学習・会議コーナーを設け、学習等の他、少人数の会議をすることができる。

２階の多目的ホールは、講座や講演、音楽会、スポーツ等、幅広い活動に使用することができ

る。

また、複合施設の利点を活かし、高等学校の特別教室を使用した講座等も行っている。

屋外では、子どもから高齢者まで、多世代にわたって交流できる全天候型の多世代交流施設（高

山ドーム）の貸出しを行い、軽スポーツを中心に使用することができる。

○ 所 在 地 玉野市和田４丁目７番１号

TEL：0863-83-9200 FAX： 0863-83-9101
e-Mail： minerva@city.tamano.lg.jp

○ 開館時間 午前９時～午後10時
○ 休 館 日 毎週月曜日、国民の祝日、年末年始

◎ 平成３０年度実施講座

【主な開催講座】

事 業 名 事 業 の 目 的 講 座 名

芸 術 講 座
教養の向上を図るとともに、知識、技能

の習得のための学習機会を提供する。

陶芸教室、フラワーアレンジメント教室

パステル画、歌の広場

パン作り教室

スポーツ基礎講座
生涯スポーツの振興と心身の健康づく

りの推進を図る。
ストレッチ体操教室

現 代 知 識 講 座
パソコン、語学等の基本的知識・技術を

習得する機会を提供する。

パソコン講座（ワード・エクセル）

英会話教室、韓国語教室

源氏物語

ふ れ あ い 教 室
親子が共に楽しく過し、親子の絆を深め

る機会を提供する。
親子陶芸教室、親子読書教室

たまの地域人づくり大学

関連講座

各施設等の協力のもと、公開講座を実施

する。

岡山県立博物館

玉野総合医療専門学校講座
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公 民 館

◎ 概 要
総合的な社会教育の場である公民館は、中央公民館を中心に各地域の公民館と相互に連携

を図りながら、それぞれの地域に即した各種学級･講座等開催するなど、地域住民の教養･文

化の向上を図るための活動の場を提供している。

○ 中央公民館

開館時間 午前９時～午後９時

休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝休日の場合は開館し、直後の祝休日以外の日

に休館）、年末年始、特別館内整理期間

○ 公民館及び分館

開館時間 午前９時～午後１０時

休 館 日 土曜日、日曜日、国民の祝日、年末･年始

◎ 平成３０年度 主要事業･講座

館 名 事 業 ･ 講 座

中 央 公 民 館
男性料理・俳句等定期講座２１講座、たまの地域人づくり大学８講座・２講演、

玉野美術秀作展等展覧会４回、特別講座、グループ育成指導、高齢者学級（寿学級）、

コミュニティ活動の推進支援、公民館運営審議会、うの・ちっこう子ども楽級

築 港 公 民 館 後援グループ１１講座

田 井 公 民 館
たい子ども楽級等主催４事業、高齢者学級等共催５事業、

後援グループ講座６０講座

玉 公 民 館
たま子ども楽級主催１事業、青空サイクリング等共催６事業、

玉・奥玉地区文化交流会共催１事業、後援グループ講座１７講座

〃 奥玉分館 後援グループ講座３２講座

玉 原 公 民 館
たまはら子ども楽級等主催５事業、さくらまつり等共催４事業、

後援グループ講座２０講座

和 田 公 民 館
わだ子ども楽級等主催２事業、高齢者学級等共催５事業、

後援グループ講座２３講座

〃 和田分室 後援グループ講座１講座

日 比 公 民 館
ひび子ども楽級等主催４事業、地域スポーツ大会等共催１１事業、

後援グループ講座４３講座

荘 内 公 民 館
しょうない子ども楽級等主催４事業、荘内地区市民運動会等共催５事業、

後援グループ講座４０講座

八 浜 公 民 館
はちはま子ども楽級等主催１１事業、民生委員会等共催３事業、

後援グループ講座２２講座

大 崎 公 民 館 おおさき子ども楽級共催１事業、後援グループ講座８講座

山 田 公 民 館
やまだ子ども楽級等主催６事業、ソフトミニバレーボール大会等共催４事業

後援グループ講座１５講座

東 児 公 民 館
むねあげ子ども楽級等主催３事業、東児地区大運動会等共催８事業、

後援グループ講座１８講座

鉾 立 公 民 館
ほこたて子ども楽級等主催２事業、コミュニティ行事共催１事業、

後援グループ講座７講座
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図 書 館

◎ 概 要
多様化・高度化する市民の学習ニーズに対し、図書館は、図書検索や予約、県立図書館

等の相互貸借システム参加などによって一般図書・児童図書及び郷土資料等をより的確に

選定収集し、利用者のニーズに即した資料提供、さらに読書ボランティアの方々との協働

による親子のふれあいの場としてなど、学習の場、憩いの場としての充実に努めている。

○所 在 地 玉野市宇野１丁目３８番１号

○開館時間 午前９時～午後９時

○休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝休日の場合は開館し、直後の祝休日以外の日

に休館）、年末年始、特別館内整理期間

・公民館図書室 毎月１回 配本

開館日 週３回

（公民館により、火・水・金 又は 火・水・木）

・移動図書館（めばる号） 毎月１回 １１ステーションを巡回

・図書資料の搬送 毎月１回 幼稚園（６園）及び保育園・こども園（１２園）

を巡回

◎ 行事等
・ブックスタート 毎月第１金曜日 すこやかセンターで実施

・おはなしどんどんランド 毎月第２土曜日 実施

・おはなしのひろば 毎月第４土曜日 実施

・としょかんまつり 年１回 人形劇・大型紙芝居等

・展示コーナー テーマ展示（毎月)・特集展示（随時）

（平成 28 年度：平成 28 年 12 月 19 日～平成 29 年 3月 31 日移転準備のため閉館）
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                 区 分

 分 類 一般書 児童書 一般書 児童書

０　総　　　記 1,714 606 243 56 2,619 

１　哲　　　学 3,076 568 522 121 4,287 

２　歴　　　史 6,514 2,361 931 418 10,224 

３　社会科学 9,599 2,416 1,262 232 13,509 

４　自然科学 4,754 4,975 1,200 925 11,854 

５　技　　　術 7,585 1,535 3,146 403 12,669 

６　産　　　業 2,673 964 623 173 4,433 

７　芸　　　術 7,573 2,585 1,464 798 12,420 

８　言　　　語 1,272 717 190 119 2,298 

９　文　　　学 13,671 16,543 2,219 5,187 37,620 

Ｆ　小　　　説 18,806 16 8,875 0 27,697 

参　考　図　書 1,821 26 14 0 1,861 

文　        庫 8,266 87 2,273 0 10,626 

ヤングアダルト 69 257 0 0 326 

大　活　字　本 551 0 42 0 593 

洋　　　　書 12 96 0 0 108 

郷　土　資　料 9,720 6 13 0 9,739 

Ｅ　絵　　　本 4 18,258 0 8,347 26,609 

Ｃ　紙　芝　居 0 848 0 625 1,473 

大型絵本・紙芝居 0 122 0 5 127 

図　書　合　計 97,680 52,986 23,017 17,409 191,092 

朗読テープ・CD・デイジー 1,496 0 0 0 1,496 

A　V　資　料 1,273 0 0 0 1,273 

雑　　 　　 誌 3,612 0 1 0 3,613 

総　　合　　計 104,061 52,986 23,018 17,409 197,474 

　　平成30年4月1日　現在
単位：冊

本館・憩いの読書室 館外
計

蔵　書　状　況
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社会教育･スポーツ･その他の教育施設

（１）公民館施設

（２）生涯学習施設

区 分

施設名
所在地

敷地面積

(㎡)

建物延面積

(㎡)
竣工年月 備 考

中 央 公 民 館

図 書 館

宇野 1-38-1
4177.98

中央公民館

1,708.00

図書館

2,260.00

共有部分

209.98

移転

Ｈ29．4

商業施設内に図書

館と中央公民館を

併設

築 港 公 民 館 築港 1-7-20 250.90 403.40 Ｓ55. 4

田 井 公 民 館 田井 4-10-5 1,099.59 1,485.82 Ｈ 6. 6 市民センターと併設

玉 公 民 館 玉 5-1-15 （市民会館併設） 165.41 Ｓ51. 7 〃

〃 奥玉分館 奥玉 1-23-7 695.93 331.99 Ｓ49. 3

玉 原 公 民 館 玉原 2-7-45 1,726.31 551.20 Ｓ49.10 市民センターと併設

和 田 公 民 館 和田 3-1-2 574.65 491.70 Ｓ51. 3 〃

〃 和田分室 和田 2-19-11 249.00 139.74 Ｓ 5

日 比 公 民 館 日比 3-1-1 1,173.23 583.57 Ｓ50. 3 市民センターと併設

荘 内 公 民 館 用吉 1186-1 7,832.31 1,816.89 Ｈ 8.12 〃

八 浜 公 民 館 八浜 165-1 1,768.22 352.62 Ｓ50. 3 〃

大 崎 公 民 館 大崎 1649-1 883.98 342.44 Ｓ57. 3

山 田 公 民 館 山田 447-2 1,010.40 451.70 Ｓ58. 1 市民センターと併設

東 児 公 民 館 梶岡 700 2,194.80 623.37 Ｈ 5. 3 〃

〃 石島分館 石島 3077 239.35 150.48 Ｓ52. 3

鉾 立 公 民 館 北方 1349-1 1,078.56 340.60 Ｓ56. 2

区 分

施設名
所在地

敷地面積

(㎡)

建物延面積

(㎡)
竣工年月 備 考

生涯学習センター

（ミネルバ）
和田 4-7-1

15,500.00

（備南高校併設）

3,608.00 Ｈ 8. 7 視聴覚ライブラリー併設

多世代交流施設

（高山ドーム）
1,996.00 Ｈ16.10

グラウンドゴルフ１面

フットサル ２面等
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（３）スポーツ施設

（４）その他の教育施設

区 分

施設名

所在地

敷地面積(㎡)
名 称

規 模

（㎡）
竣工年月 備 考

建物延面積(㎡)

総合体育館

（レクレセンター）

玉２-３-１

20,932.00
アリーナ 1,867.00 Ｓ58. 1

バレーボール ３面

バスケットボール ２面

バドミントン 10面

7,295.44

トレーニング室 224.00 ランニングマシン等

ミーティングホール 405.00

柔剣道場

（児童館２階）
536.40 Ｓ59. 3

柔道場 98畳

剣道場 286㎡

市民総合運動公園

玉原３-１７-１

163,595.00

野球場 15,769.00 Ｓ49. 3
センター 120m

両翼 92m

管理センター 129.00 Ｓ49.10 事務室，会議室

多目的運動場 20,000.00 Ｓ50. 3 夜間照明施設

テニスコート

全１４面

4面:2,848

10面:8,800

Ｓ51. 3

Ｓ59. 3

クレー 夜間照明施設

全天候型砂入り人工芝

芝生運動場 15,213.00 Ｓ59. 3
天然芝（９月～）

サッカー等

弓道場 925.47 Ｈ 6. 9
近的的場 １２人立

遠的的場 ６人立

北体育館

木目５４３-１

2,992.75
体育館 771.00 Ｓ42. 2

バレーボール ２面

バスケットボール １面825.00

ヨット艇庫

渋川３-３-４

1,112.68
艇 庫

143.62 Ｓ37. 8
24艇収納

野積場20艇

232.61 66.24 Ｓ40. 3 8艇収納

区 分

施設名
所 在 地

敷地面積

(㎡)

建物延面積

(㎡)
竣工年月 備 考

教育サポートセンター 玉原3-17-2 (総合運動公園内) 589.91 Ｓ57. 3

適応指導教室

教育支援室

青少年育成センター
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（５）学童保育施設

（６）児童館施設

区 分

施設名
所在地

床面積

(㎡)
竣工年月 設置場所

田井放課後児童クラブ① 田井3-4-1 132.00 Ｈ11 学童保育専用施設

田井放課後児童クラブ② 田井3-4-1 66.02 Ｈ21.10 学童保育専用施設

築港放課後児童クラブ 築港3-15-1 60.00 Ｈ13.4 余裕教室

宇野放課後児童クラブ 宇野2-23-1 95.92 Ｓ59 余裕教室

玉放課後児童クラブ 玉6-20-22 63.00 Ｈ17.7 学童保育専用施設

玉原放課後児童クラブ 玉原2-22-1 128.00 Ｓ53 余裕教室

日比放課後児童クラブ 御崎1-1-1 97.05 Ｓ62 余裕教室

第二日比放課後児童クラブ 明神町1-1 94.80 Ｓ56 余裕教室

山田放課後児童クラブ 山田422 68.73 Ｈ19.7 学童保育専用施設

後閑放課後児童クラブ 後閑1487-2 95.00 Ｈ13.7 学童保育専用施設

荘内放課後児童クラブ① 木目555 260.68 Ｈ16 学童保育専用施設

荘内放課後児童クラブ② 木目555 79.11 Ｈ26.7 学童保育専用施設

八浜放課後児童クラブ 八浜町波知29 82.36 Ｈ28.2 学童保育専用施設

大崎放課後児童クラブ 東七区3-3 60.00 Ｈ13.4 余裕教室

鉾立放課後児童クラブ 北方1274 48.44 Ｈ24.4 余裕教室以外

胸上放課後児童クラブ 梶岡639 65.68 Ｈ14.4 余裕教室

区 分

施設名
所在地

床面積

(㎡)
竣工年月 備 考

玉野市立児童館 玉2-3-1 653.23 Ｓ58.1 総合体育館内
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１．玉野市教育委員会共催・後援等取扱要綱

（趣旨）

第１条 この要綱は、玉野市教育委員会（以下「市教委」という。）が、市教委以外の

ものの行う行事を共催し、又は後援することに関し必要な事項を定めるものとする。

（用語の定義）

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の定義は、それぞれ当該各号に定め

るところによる。

（１）行事 展覧会、講演会、研究会、各種大会等市民の文化、スポーツ、教養の向

上及び福祉の増進を図ることを目的とする催しものをいう。

（２）共催 市教委が、行事の企画又は運営に参加し、共同開催者としての責任の一

部を負担することをいう。

（３）後援 市教委が、行事の趣旨に賛同し、その開催を援助することをいう。ただ

し、入場料又はこれに類するものを徴収する場合には、名義のみの後援

とする。

（承認の基準）

第３条 市教委は、次の各号に掲げる要件を満たしている行事について、共催又は後援

をすることができる。

（１）本市の教育・学術・文化及びスポーツの振興に寄与すると認められるもの

（２）公益性があるもの

（３）公共性のある団体若しくはその機関又はこれらの長が主催するもの

（４）教育の政治的又は宗教的中立性を侵すおそれのないもの

（５）営利を目的とするものでないもの

２ 前項に定めるもののほか、次の各号に掲げる要件を満たしているものでなければな

らない。

（１）主催者に行事遂行能力が十分あると認められること。

（２）主催者が信用しうる者であること。

（３）公衆衛生、災害防止及び事故防止等について十分な設備及び措置が講じられて

いること。

（申請等）

第４条 市教委の共催又は後援を申請しようとするもの（以下「申請者」という。）

は、所定の共催（後援）申請書を当該行事開催日の１ヶ月前までに提出しなければな

らない。ただし、緊急の場合はこの限りではない。

２ 市教委は、前項の規定に基づく申請が前条に定める承認の基準を満たしていると認

められるときは、当該名義使用を承認し、申請者に対し、文書で通知するものとする。

（承認の取消し）

第５条 後援名義等を使用する者が、第３条に定める承認基準に違反して行事を行い、

又は行うおそれのある場合は、直ちに当該名義使用の承認を取り消し、又は共催事

業をとりやめるものとする。
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（報告）

第６条 市教委は、必要があると認めるときは、後援する行事の主催者に対し、後援

行事実施報告書の提出を求めることができる。

（委任）

第７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は市教委が別に定める。

附 則

この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。
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２．玉野市競技スポーツ振興事業費（激励金）支給事務取扱要項

１．趣 旨

競技スポーツに積極的に取り組むクラブ（部）等の育成と競技力の向上、振興を図るため激励金を支

給する。

２．対 象

次に該当する個人又は団体のクラブ（部）を対象とし、県内予選大会等又は大会要項に規定される標

準記録等に到達したことを通じ中国大会以上の出場権を得たものを条件とする。ただし、社会体育にお

いては、全国大会規模以上を対象とする。

（１）市内の市立学校の運動部

（２）玉野市体育協会の加盟クラブ又はチーム

（３）玉野市スポーツ少年団の登録団体

（４）玉野市に住所を有する個人。ただし、学校体育においては、（１）の規程による。

（５）その他、教育長が認める団体又は個人

３．競技会

（１）中国五県が参加する大会又は相当規模の中国大会

（２）全国的規模で行われる大会又は相当規模の大会（ただし、国民体育大会は除く）

（３）国際的規模で行われる大会又は相当規模の大会と交流行事

４．激励金

（１）大会規模に応じて次のとおりとし、予算の範囲内で支給する。

ただし、団体戦で選手が１０人未満の場合は、人数割とする。

また、全国大会に準ずる規模の大会の場合は、半額とする。

（２）企業名を冠する競技会の場合は、個人負担の範囲内とする。

５．その他

（１）激励金の申請者(個人・団体)は、事前に申請書、事後に報告書を提出しなければならない。な

お、申請に必要な書類は、原則、大会２週間前までに提出すること。

（２）この要項の対象となる大会は、文部科学省又は日本体育協会関係組織が主催する大会に限定する。

（３）市内の県立高等学校の運動部に対する激励金については、大会の主催に都道府県教育委員会が含

まれていない各種選手権大会等を対象とする。

（４）申請者(個人・団体)は、教育委員会が主催する激励会に参加すること。

区 分 対 象 団 体 戦 個 人 戦

中 国 大 会 規 模

（社会体育は除く）
市立学校のみ ５０，０００円 ５，０００円

全 国 大 会 規 模

社会体育 ５０，０００円 ５，０００円

市立学校 １００，０００円 １０，０００円

市内県立高校 ５０，０００円 ５，０００円

国 際 大 会 規 模

(国内開催は半額とする)
社会体育 － ３０，０００円
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（５）激励金の対象者は選手のみで、監督、コーチ、マネージャー等には支給しない。

（６）原則、社会体育での激励金の支給は、個人・団体において年度１回とする。

（７）この要項の運用取扱は、学校教育課又は社会教育課で行う。

要項施行 昭和６０年 ６月１７日

要項改正 平成 ３年 ４月 １日

平成１４年 ７月１０日

平成１５年 ４月 １日

平成１７年 ４月 １日

平成２１年 ４月 １日

平成２５年 １月 １日

平成２６年 ４月 １日

平成２６年 ４月２１日

平成２６年 ９月２５日

平成２９年 ４月 １日

様式１号

平成 年 月 日

玉野市教育委員会 殿

団体名

代表者 印

玉野市競技スポーツ振興事業費（激励金）について（申請）

このことについて、下記のとおり申請します。

記

１．大会内容

２．選手名簿

３．添付書類 大会要項、予選会の成績

様式２号

平成 年 月 日

玉野市教育委員会 殿

団体名

代表者 印

玉野市競技スポーツ振興事業費（激励金）について（報告）

このことについて、下記のとおり申請します。

記

１．大会の内容と成果

２．試合結果

３．添付書類 大会プログラム

72



３．玉野市公立学校教職員表彰内規

（表彰の対象）

第１条 玉野市教育委員会（以下「委員会」という。）は、玉野市公立学校教職員（以下

「教職員」という。）が、次の各号のいずれかに該当すると認められるときは、この内規

の定めるところにより表彰することができる。

（１）委員会において、表彰を必要と認める業績又は行為があったとき。

（２）２５年以上教職員として勤務（他の市町村での勤務を含む。）し、その勤務成績が

良好であり、本市で退職したとき。

（教職員）

第２条 この内規で「教職員」とは、玉野市公立学校に勤務する県費負担教職員及び市費負

担教職員の内県費負担教職員より転任により勤務の教職員をいう。

（表彰）

第３条 表彰は、表彰状又は感謝状により行い、金品を添えることができる。

２ 第１条第１号に該当するときは、表彰状又は感謝状を贈る。

３ 第１条第２号に該当するときは、感謝状を贈る。

（表彰の時期）

第４条 表彰は、毎年４月に行う。ただし、必要があるときは、随時これを行うことができ

る。

（内申）

第５条 第１条の各号のいずれかに該当する教職員があるときは、所属長は所定の様式によ

り委員会に内申するものとする。

（審査会）

第６条 この内規による表彰を行うときは、あらかじめ玉野市公立学校教職員表彰審査会

（以下「審査会」という。）において審査する。

２ 審査会は、個々の表彰について審査し、委員会に対して意見書を提出しなければならな

い。

第７条 審査会は、会長、副会長及び審査員をもって組織する。

２ 会長は、教育長をもって充て、審査会の事務を統理する。

３ 副会長は、教育次長をもって充て、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたとき

は、その職務を行う。

４ 審査員は、教育総務課長、学校教育課長及び社会教育課長をもって充てる。

第８条 会長は、必要と認める関係職員を会議に出席させ、説明を求めることができる。

第９条 審査会の庶務は、教育総務課において行う。

附 則

この訓令は、訓令の日（平成３年３月２０日）から施行する。
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４．玉野市立学校の施設の開放に関する減免等取扱内規

（趣 旨）

第１条 玉野市立学校に関する条例（平成８年条例第１１号。以下「条例」とい

う。）第８条及び第９条に定める使用料の減免及び還付の取扱いについては、

この内規の定めるところによる。

（使用料の減免）

第２条 条例第８条の規定により、使用団体が使用料の減免を受けようとすると

きは、使用許可申請の際、所定の開放学校施設使用料減免申請書を市長に提出

しなければならない。

２ 使用料減免対象団体等及び減免率は別表のとおりとする。

（使用料の還付）

第３条 条例第９条の規定により使用料の還付を受けようとする使用団体は、所

定の開放学校施設使用料還付申請書を市長に提出しなければならない。

附 則

この内規は、平成９年１０月１日から施行する。

別表（第２条第２項関係）

使 用 料 減 免 対 象 団 体 等 減 免 率

スポーツ少年団等、児童・生徒が大半を占める団体 １００％

市主催の行事 １００％

市体育協会加盟団体が行う体育行事

（市主催若しくは共催の場合）
１００％

市主催の試合及び上部団体が行う試合に市を代表して出場

する場合の強化練習（但し、２ヶ月を超えない期間）
５０％

市体育協会加盟団体が行う体育行事

（市後援の場合）
５０％
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様式第１号

平成 年 月 日

№

開 放 学 校 施 設 使 用 申 請 書

玉 野 市 教 育 委 員 会 殿

住 所

使用団体名

使用責任者名

連 絡 先 TEL

下記のとおり施設の使用許可を受けたいので申請します。

使用日時

平成 年 月 日 から

平成 年 月 日 まで

時 分から
毎 曜日

時 分まで

時 分から
毎 曜日

時 分まで

時 分から
毎 曜日

時 分まで

時 分から
毎 曜日

時 分まで

使用目的

使用人員 男子 名 ・ 女子 名 計 名

使用場所 学 校 体 育 館 ・ 運 動 場

火気責任者 団体コード

使 用 料 円 （ ３００円 × 時間 ）

※使 用 料

決 定 額
円

※その他参考事項 スポ少等/体育協会加盟団体 □（体育協会 加盟協会名： ）

（記入必須）

平成 年 月 日

玉 野 市 教 育 委 員 会 殿

玉野市立 学校長 ,

上記の使用については、教育上支障がないものと認めます。

※印のところは記入しないこと。
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様式第４号

開 放 学 校 施 設 使 用 料 減 免 申 請 書

平成 年 月 日

玉野市長 殿

使用団体名

使用責任者 印

連 絡 先 Tel: －

体 育 館 照 明 施 設
下記のとおり を使用したいので、使用料を

運動場夜間照明施設

減免してくださるようお願いいたします。

記

使用団体名

１．

責 任 者 名

２．加盟協会名

(体育協会加盟団体のみ記入してください)

３．使 用 目 的

４．使用施設名

体 育 館 照 明 施 設

玉野市立 学校

運動場夜間照明施設

５．使 用 日 時
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様式第５号

＊印欄は記入しないこと。

平成 年 月 日

№

開 放 学 校 施 設 使 用 料 還 付 申 請 書

玉 野 市 長 殿

住 所

使 用 団 体 名

使用責任者名

連 絡 先 TEL － － 番

使 用 日 時

平成 年 月 日（ ）から 時 分から

平成 年 月 日（ ）まで 時 分まで

使 用 目 的

使 用 場 所

還付の理由

納 付 済 使 用 料 還 付 請 求 額 還 付 決 定 額

円 円 ＊ 円

備

考
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５．玉野市文化・スポーツ顕彰要綱

（趣旨）

第１条 この要綱は、文化・スポーツの分野において優秀な成績を収め、若しくは長年に

わたりその普及進行に尽くした個人又は団体を顕彰し、もって本市の文化 ・スポーツの

充実発展に資することを目的とする。

（部門）

第２条 顕彰は、文化、スポーツの２部門とする。

（対象）

第３条 顕彰は、国際的若しくは全国的規模の展覧会や、若しくは競技大会等において優

秀な成績を収め、又は長年にわたり普及推進に貢献したものであって、次の各号の一に

該当するものについて行うものとする。

（１）本市に在住し、又は本市出身の個人又は団体。ただし、当分の間、小学生を除く。

（２）その他市長が特に必要と認めるもの

（推薦）

第４条 市内の文化団体、スポーツ団体、行政機関等は、顕彰に該当すると認められる個

人又は団体があるときは、所定の顕彰推薦書により市長に推薦するものとする。

（顕彰の種類）

第５条 顕彰の種類は次の各号に掲げるとおりとする。

（１）市民栄誉賞

（２）栄光賞

（３）功労賞

（４）特別賞

（選考委員会）

第６条 顕彰の候補者の選考に関する事項を審査するため、玉野市文化・スポーツ顕彰選

考委員会（以下「選考委員会」という。）を設置する。

（委員）

第７条 選考委員会は、委員１０人以内で組織する。

２ 委員は、文化・スポーツに関し、識見を有する者の中から市長が委嘱する。

３ 委員の任期は、２年とし再任を妨げない。ただし、委員の欠けた場合における補欠の

委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（委員長及び副委員長）

第８条 選考委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。

２ 委員長は、選考委員会を代表し、会務を総理する。

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、副委員長がその職務を代

理する。

（会議）

第９条 選考委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長がその

議長となる。

２ 会議は、委員の過半数の出席により成立する。
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３ 会議の議事は、出席委員の過半数により決し、可否同数のとき、委員長の決するとこ

ろによる。

（専門部会）

第１０条 選考委員会に専門部会を置く。

２ 専門部会は、文化部会及びスポーツ部会とし、部員はそれぞれ６人以内で組織する。

３ 専門部会の部会長は、委員長が委員の中から指名する。

４ 部会長は、専門部会を代表し、会務を総理する。

（報告）

第１１条 委員長は、選考結果を市長に報告するものとする。

（被顕彰者の決定）

第１２条 被顕彰者は、選考委員会が選考したものの中から市長が決定する。

（顕彰の方法）

第１３条 顕彰は、市長が表彰状を授与することにより行う。

２ 前項の表彰状に併せて、記念品を贈ることができる。

（顕彰の時期）

第１４条 顕彰は、毎年別に定める日に行う。ただし、特に必要があるときは、臨時に行

うことができる。

（庶務）

第１５条 事務局は、教育委員会事務局に置く。

（委任）

第１６条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

附 則

この要綱は、平成１２年４月１日から施行する。

附 則（平成１２年６月２３日告示１５３号）

この要綱は、告示の日から施行する。

附 則（平成１３年１０月９日告示２１５号）

この要綱は、告示の日から施行する。

附 則（平成２３年３月２４日告示６１号）

この要綱は，告示の日から施行する。
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６．玉野市奨学資金貸付条例

(目的)

第１条 この条例は、学校教育法(昭和２２年法律第２６号)に基づく高等学校、高等専門

学校、市内の専修学校及び大学に在学する者に奨学金の貸付けを行い将来社会に貢献し

得る有為な人材を育成することを目的とする。

（用語）

第２条 この条例により奨学資金の貸付けを受ける者を奨学生といい、貸付ける資金を奨

学資金(以下「資金」という。)という。

（奨学生の資格)

第３条 奨学生は、経済的理由により修学困難な者で次の各号に該当する者の中から選考

する。

（１）品行方正、学業成績優秀な者

（２）心身ともに健全であって成業の見込みのある者

（３）親権者又は後見人が玉野市民である者

（奨学生選考委員会の設置）

第４条 奨学生の選考及び奨学金の貸付けについて諮問するため、奨学生選考委員会を置

く。

２ 奨学生選考委員会の委員は、６名をもって組織し、教育委員会が委嘱する。

３ 委員の任期は、１年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（奨学生の決定）

第５条 教育委員会は、奨学生となるために申請のあった者について、奨学生選考委員会

に諮り、奨学生を決定する。

（奨学金の額）

第６条 奨学金の額は、別表のとおりとし、無利子で貸付ける。

（奨学金の交付）

第７条 奨学金は、入学の月から当該学校卒業の月まで毎年度四半期に区分し、５月、８

月、１１月及び２月のそれぞれ１０日以降に３箇月分を本人に貸し付ける。

（奨学金の辞退）

第８条 奨学生は、いつでも奨学金の辞退を申し出ることができる。

（奨学資金の貸付停止等）

第９条 奨学生が、次の各号の一に該当するときは、奨学金の貸付けを停止する。

（１）本人が死亡したとき。

（２）疾病、退学その他の理由により、成業の見込みがないとき。

（３）学業又は品行が不良なとき。

（４）経済事情の好転により貸付けを必要としない事由が生じたとき。

（奨学金の返還）

第１０条 奨学金の返還は、学校卒業後６箇月を経過した月から１０箇年以内に、半年賦

又は月賦で返還しなければならない。
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（奨学金の返還特例）

第１１条 奨学生が、第９条第２号、第３号及び第４号に該当したときは、親権者又は後

見人はその月の１箇月後から、前条の返還をしなければならない。

２ 本人が死亡したときは、事情により現に受けた資金の返還額を減免することができる。

３ 奨学生であった者が、更に上級学校に進学したとき又は特別の事情により一時返還の

能力を失うにいたったときは、奨学金の返還を延期することができる。

（委任）

第１２条 この条例の施行について必要な事項は、教育委員会が規則で別に定める。

附 則

この条例は、平成１９年４月１日から施行する。

別表(第６条関係)

奨学金の額

区 分 月 額

大学生 ３０,０００円

市内の専修学校学生 ３０,０００円

高等専門学校学生
１年～３年 ２０,０００円

４年～５年 ３０,０００円

高校生 ２０,０００円
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７．玉野市立学校文化・芸術活動等育成事業実施要綱

１．趣 旨 玉野市立学校において、文化・芸術活動等に積極的に取り組む個人・団体の育成

を図るため、祝い金を支給する。

２．対 象 本市立学校の教育活動の一環としての文化・芸術活動等で、中国大会以上の大会

（コンクール）等に出場する個人・団体を対象とする。

ただし、次の条件に該当するものに限る。

（１）文部科学省及び都道府県教育委員会（市町村教育委員会）が主催又は共催する大会であ

ること。

（２）県内予選会等の選考を経ての出場であること。ただし、高等学校に所属する個人・団体

は、全国規模以上の大会への出場を対象とする。

（３）その他、教育長が認める場合。

３ 祝い金

（１）大会規模に応じて次のとおり支給する。

４ その他

（１）祝い金を申請する学校は、事前に申請書、事後に報告書を提出すること。

（２）祝い金を支給される個人・団体は、激励会に参加すること。

（３）この要綱の運用取扱は、学校教育課で行う。

要綱施行 平成１７年４月１日

区 分 団 体 個 人

中国大会規模

（高等学校を除く）
２０,０００円 ５,０００円

全国大会規模 ３０,０００円 １０,０００円
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